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2015
平成27年10月末現在の
人口の動き

●人口　 14,292人（前月比＋17人） 男 7,153人（＋2人） ●外国人人口 85人（前月比＋2人）男 41人（＋1人）女 44人（＋1人）
　（外国籍除く） 　（前年比＋7人） 女 7,139人（＋15人） ●世帯数 4,578世帯（外国人のみの世帯含む）

　2004 年 12 月のスマトラ沖地震の津波災害をきっか
けに全国各地で実施する同訓練が日本海側で初めて、聖
籠町をメイン会場として実施されました。
　写真は陸上で自衛隊・警察・消防が倒壊家屋付近や家
屋内から負傷者らを救出する訓練。倒れている人に声を
かけたり、家屋の屋根を切り開き救助するなど、本番さ
ながらの緊迫した救助活動が行われました。

いつ起こるか分からない災害に備え
大規模津波防災総合訓練を実施
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作品展示（文化祭） 将棋大会（文化祭） ふるさと芸能歌謡祭（文化祭）

受賞者を代表してあいさつされる鈴木様（真野）

表彰された皆さま

秋
ま
つ
り
の
ス
ナ
ッ
プ

作品展示（文化祭）農業振興祭お茶会（文化祭）

’15

　

11
月
３
日
㈫
に
せ
い
ろ
う
秋
ま
つ
り
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

秋
雨
と
冷
た
い
風
が
晩
秋
か
ら
冬
へ
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
さ
せ
る
中
、

文
化
祭
、
農
業
振
興
祭
な
ど
に
大
勢
の
皆
さ
ま
が
足
を
運
び
、
活
気
の
あ
ふ

れ
る
秋
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
文
化
の
日
記
念
式
典
で
は
、
町
の
発
展
や
文
化
の
向
上
な
ど
に
功

績
の
あ
っ
た
皆
さ
ま
を
表
彰
す
る
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
式
典
に
お
き
ま
し
て
、
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ま
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◎
表
彰
状
・
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
た
方
（
敬
称
略
）

◆
町
の
公
職
に
永
年
従
事
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
方

○
聖
籠
町
議
会
議
員
と
し
て
の
功
績

　
　
五
十
嵐
　
利と

し

　
榮え

い

（
桃
　
山
）

　
　
櫻
　
井
　
　
　
怜さ

と
し

（
藤
　
寄
）

　
　
宮
　
澤
　
光み

つ

　
子こ

（
網
代
浜
）

○
聖
籠
町
代
表
監
査
委
員
と
し
て
の
功
績

　
　
鈴
　
木
　
武た

け

　
男お

（
真
　
野
）

○
聖
籠
町
介
護
保
険
運
営
協
議
会
委
員
と
し
て
の
功
績

　
　
木
　
戸
　
利と

し

　
秋あ

き

（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

　
　
青
　
山
　
厚あ

つ

　
子こ

（
丸
　
潟
）

　
　
森
　
　
　
猛た

け

　
義よ

し

（
蓮
　
野
）

◆
町
の
産
業
、
教
育
、
文
化
、
保
健
、
防
災
、
福
祉
、
環
境
保
全
事
業
そ
の

他
公
益
事
業
に
つ
い
て
尽
力
し
、
ま
た
は
公
務
を
助
力
し
、
そ
の
功
績
が

顕
著
な
方

○
保
護
司
と
し
て
更
生
保
護
活
動
に
尽
力
し
た
功
績

　
　
森
　
田
　
春は

る

　
雄お

（
蓮
　
潟
）

○
絵
画
を
寄
贈
し
町
の
芸
術
文
化
振
興
に
寄
与
し
た
功
績

　
　
野
　
澤
　
登と

み

こ

美
子
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）

○
多
数
の
図
書
を
寄
贈
し
図
書
館
の
充
実
、
町
民
の
文
化
的
素
養
の
向
上
に

貢
献
し
た
功
績

　
　
富
　
田
　
哲て

つ

　
夫お

（
新
発
田
市
）

○
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
し
た
功
績

　
　
小
　
林
　
か
な
え
（
大
　
夫
）

○
第
66
回
新
潟
県
消
防
大
会
で
優
勝
し
地
域
の
消
防
防
災
体
制
の
強
化
に
貢

献
し
た
功
績

　
　
聖
籠
町
消
防
団
第
四
分
団
第
6
班
（
次
第
浜
）

　
　
平
　
野
　
拓た

く

　
也や

（
次
第
浜
）

　
　
宮
　
下
　
範の

り

　
仁ひ

と

（
次
第
浜
）

　
　
宮
　
下
　
直な

お

　
毅き

（
次
第
浜
）

　
　
後
　
藤
　
勇ゆ

う

　
人と

（
次
第
浜
）

　
　
渡
　
邊
　
博ひ

ろ

　
参か

ず

（
次
第
浜
）

　
　
渡
　
邊
　
真し

ん

　
也や

（
次
第
浜
）

◆
善
行
者

○
無
形
文
化
財
の
復
活
な
ら
び
に
保
存
に
貢
献
し
集
落
民
の
模
範
と
な
る
団

体
と
し
て
の
功
績

　
　
聖
籠
町
無
形
文
化
財
指
定
蓮
潟
神
楽
保
存
会
（
蓮
　
潟
）

◆
直
系
三
代
で
同
一
の
生
計
を
維
持
し
て
い
る
世
帯
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
方

　
　
齋
　
藤
　
榮え

い

　
次じ

（
山
　
倉
）

　
　
傳
　
井
　
健け

ん

　
市い

ち

（
諏
訪
山
）
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●道路脇の樹木（特に竹）は雪の重み
で道路に垂れ下がり、除雪作業の妨
げになります。このような樹木は枝
切りなどをお願いします

●屋根の雪を道路におろす場合は、責
任をもって処理してください
　屋根から道路に自然落下した場合も同様
にお願いします。

●車庫・出入口の除雪は各戸で処理し
てください
　早朝からの除雪作業は、なるべく短時間
に行うため雪を道路の端に押しのける方法で
行っています。そのため道路に面した車庫や
門の前などに除雪された雪がたまります。こ
の雪の処理にご理解とご協力をお願いしま
す。

●自動車またはその他除雪作業に障害
となる物を道路上に放置しないで下
さい。除雪作業ができなくなります

●道路に雪を出さないでください。人
や車の交通の妨げとなり、スリップ
事故のもとになります

●除雪の要望・苦情は区長さんを通じてお願いします。
　冬期間の道路除雪は、交通安全や災害の未然防止などを考えて行っています。個
人個人の要望にはすぐに対応できないため、道路除雪への要望などがありましたら、
各集落区長さんを通じてお願いします。

　役場ふるさと整備課　☎２７－２１１１（内線２３１）
　新発田地域振興局地域整備部　☎０２５４－２２－５１１４
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　冬期間、水道凍結による破損防止や、公園
管理上の理由により、町都市公園、児童遊園・
児童広場の水道・トイレが使えなくなります。
　ご不便をおかけしますが、ご理解・ご協力
をお願いします。

●消雪パイプは消エネのため午後2時
00分～3時00分、午後4時00分～
5時00分は稼動を停止しています

（故障ではありませんので、ご理解をお願い
します。）

●消防施設の除雪にご協力ください
　消防施設などの除雪は、広域消防署や地
域の消防団が行いますが、大雪などにより
消防施設の消火栓や防火井戸などの除雪が
難しいことがあります。災害を未然に防ぐた
めに、隣接の皆さんのご協力をお願いしま
す。

安全で円滑な
道路除雪のために、
ご協力をお願いします

●道路の除雪作業中は危険ですので、
除雪車に近づかないでください

■町都市公園
12月7日（月）～来年3月18日（金）
　下記公園の水道・トイレが使用でき
ません
対象：あかね公園（網代浜）

正庵公園
櫻美公園（別條）
位守山史跡公園（位守町）
臨海西公園（東港一丁目）
汐美台公園
亀塚第２公園（トイレ使用可）

役場ふるさと整備課
　☎ 27－2111（内線 235）

■児童遊園・児童広場
12月7日（月）～来年3月31日（木）
　止水のため水道、トイレが使用でき
ません
※本諏訪山、旭ヶ丘児童遊園は除く。

子ども教育課
　☎ 27－2111（内線 306）

町都市公園、児童遊園・
児童広場の水道・トイレ
が使えなくなります

●道路と人家、車庫の出入り口に設置
してある乗り入れ板などは、除雪時
重大事故につながりますので必ず撤
去してください
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わ
れ
ら
環
境
美
化
隊
！

さ
わ
や
か
ク
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

　
平
成
25
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
聖
籠
さ
わ
や
か
ク
リ
ー
ン
サ
ポ
ー

ト
事
業
」。

　
地
域
と
町
と
が
協
力
し
あ
い
、「
身
近
な
地
域
の
環
境
美
化
は
自

分
た
ち
で
行
う
」
こ
と
を
目
指
し
た
こ
の
活
動
に
、
多
く
の
団
体
か

ら
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
各
団
体
の
取
り
組
み
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

聖籠さわやかクリーンサポート事業
　町民と町が協働で進める環境美化への取り組みです。
道路、公園・緑地など公共施設の環境美化（草花の植栽・管理、散乱ごみの収集、除
草など）に団体（グループ）がボランティアで取り組んでいただき、町がその活動を
支援・ＰＲするものです。
【支援・ＰＲの例】
・種苗、ごみ袋、肥料などの提供　　・じょうろ、草刈り機などの貸与
・傷害補償保険の適用　　・看板の設置（適当な設置場所がある場合）
・広報紙や町ホームページでの紹介
〈詳しい事業内容は、広報せいろう 6月一般号、町ホームページをご覧ください。〉

1 

サ
ー
ク
ル

　
 

道
美
新

      

（
み
ち
び
し
ん
）

●
活
動
場
所

道
賀
新
田
集
落

内
道
路
、
周
辺

道
路
な
ど 

●
主
な
内
容

散
乱
ご
み
の
拾
い
集
め
、
草
花
な
ど
の
植
栽
・
管
理

●
自
己
Ｐ
Ｒ

　

４
月
上
旬
と
12
月
上
旬
に
全
体
の
計
画
会
議
と
反
省
会
を
行

う
。
年
に
３
回
程
度
都
合
の
つ
く
人
で
共
同
作
業
を
行
う
。
空

き
缶
や
ゴ
ミ
拾
い
は
生
活
習
慣
上
の
散
歩
に
合
わ
せ
て
協
力
し

て
も
ら
っ
て
い
る
。
主
に
女
性
は
花
を
扱
い
男
性
は
空
き
缶
、

ゴ
ミ
拾
い
。
時
間
に
拘
束
さ
れ
な
い
工
夫
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

3 

ぐ
り
～
ん
☆
ス
タ
ー

●
活
動
場
所

町
学
校
給
食
調
理
場
脇
の

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

●
主
な
内
容

散
乱
ご
み
の
拾
い
集
め
、

草
花
な
ど
の
植
栽
・
管
理

●
自
己
Ｐ
Ｒ

　

２
年
目
の
春
を
迎
え
て
、

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
を
し
た
り
、
メ
ン
バ

ー
の
中
か
ら
も
沢
山
の
ア
イ

デ
ィ
ア
が
出
て
、
ま
す
ま
す
楽
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。
私
達
の
活
動
は
、
沢
山
の
方
の
力
と
〝
き
れ

い
に
な
っ
た
ね
”
の
言
葉
で
支
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

5 

聖
籠
町
建
設
業
協
会

●
活
動
場
所

役
場
前
歩
道

●
主
な
内
容

草
花
な
ど

の
植
栽
・

管
理

●
自
己
Ｐ
Ｒ

　

町
内
の

建
設
業
者

で
構
成
さ

れ
た
団
体

で
す
。
地

域
社
会
と
の
共
生
を
図
り
な
が
ら
社
会
貢
献
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

2 

桃
山
集
落

●
活
動
場
所

桃
山
ポ
ケ
ッ
ト

パ
ー
ク

●
主
な
内
容

草
花
な
ど
の
植

栽
・
管
理

●
自
己
Ｐ
Ｒ

　

集
落
の
大
勢

の
皆
さ
ん
の
協

力
で
、
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
植
栽
を

行
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
和
や
か
な
雰

囲
気
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。
こ
の
場
所
は
集
落
の
中
心
に
有
り
、

通
勤
通
学
な
ど
で
大
変
交
通
量
も
多
く
、
ま
た
近
く
に
は
資
源

ゴ
ミ
な
ど
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
有
り
、
毎
日
の
様
に
人
も
集
ま

る
所
で
す
。
そ
の
度
に
、
き
れ
い
に
咲
い
た
花
を
見
て
気
持
ち

が
安
ら
い
で
貰
え
た
ら
幸
い
に
思
い
ま
す
。

4 

外
畑
フ
ラ
ワ
ー
会

●
活
動
場
所

外
畑
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
内

●
主
な
内
容

草
花
な
ど
の

植
栽
・
管
理

●
自
己
Ｐ
Ｒ

　

活
動
を
始
め
て
２
年
が

経
ち
、
地
下
茎
を
伸
ば
し

て
増
え
た
花
な
ど
で
花
だ

ん
が
広
が
り
ま
し
た
。
水

や
り
・
草
取
り
な
ど
大
変
で
す
が
花
と
お
し
ゃ
べ

り
が
大
好
き
な
仲
間
達
で
に
ぎ
や
か
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
方
々
も
声
を
か
け
て
下
さ
っ
た

り
、
お
や
つ
の
差
し
入
れ
や
草
取
り
の
手
伝
い
を

し
て
下
さ
っ
た
り
と
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

6 

㈱
岩
測
設
計

●
活
動
場
所

三
賀
・
追
分
交
差
点

周
辺

●
主
な
内
容

散
乱
ご
み
の
拾
い
集

め
、
草
花
な
ど
の
植

栽
・
管
理

●
自
己
Ｐ
Ｒ

　

交
差
点
が
綺
麗
に

な
り
う
れ
し
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張
り

ま
す
。
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7 
汐
美
台
自
治
会

●
活
動
場
所

汐
美
台
公
園
前

緑
地
、
集
落
内

歩
道
の
街
路
樹

●
主
な
内
容

除
草
、
草
花

な
ど
の
植
栽
・

管
理

●
自
己
Ｐ
Ｒ

　

緑
い
っ
ぱ
い

の
地
域
に
し
て

い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

9 

曽
根
建
㈱

●
活
動
場
所

集
落
内
歩
道
の

街
路
樹

●
主
な
内
容

散
乱
ご
み
の
拾
い

集
め

●
自
己
Ｐ
Ｒ

　

当
社
は
蓮
潟
集

落
内
に
あ
り
、
地

域
環
境
美
化
活
動

と
し
て
十
数
年
来
、

毎
月
道
路
清
掃
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

朝
８
時
前
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
が
、
車
両
が
行

き
交
う
中
の
活
動
で
す
。
特
に
県
道
は
通
勤
途
中

の
車
両
が
多
く
、
私
ど
も
の
清
掃
活
動
が
、
通
過

す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ
の
啓
発
に
つ
な
が

れ
ば
よ
い
と
思
い
な
が
ら
行
っ
て
お
り
ま
す
。

11 

聖
籠
町
立
図
書
館
内
図
書
館

ネ
ッ
ト
ｉ（
あ
い
）せ
い
ろ
う

●
活
動
場
所

図
書
館
前
歩

道
と
敷
地
内

の
花
だ
ん

●
主
な
内
容

散
乱
ご
み
の

収
集
・
廃
棄
、

草
花
な
ど
の

植
栽
・
管
理

●
自
己
Ｐ
Ｒ

　

町
か
ら
支
給
さ
れ
た
苗
だ
け
で
な
く
、
種
か
ら

苗
づ
く
り
を
し
た
り
、
会
員
で
自
宅
か
ら
苗
を
持

ち
寄
っ
て
花
だ
ん
で
育
て
、
訪
れ
る
皆
さ
ん
に
和

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
図
書
館
周
辺
や
歩
道
の
ゴ
ミ
拾

い
な
ど
も
し
、
気
持
ち
よ
く
利
用
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
今
年
度
、
続
々
会
員

入
会
中
。
皆
さ
ん
も
一
緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

13 

苔
沼
老
人
ク
ラ
ブ

紅
苔
会
（
こ
う
せ
い
か
い
）

●
活
動
場
所

苔
沼
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

●
主
な
内
容

散
乱
ご
み
の
収
集
、
除

草
、
草
花
な
ど
の
植
栽
・

管
理

●
自
己
Ｐ
Ｒ

　

紅
苔
会
の
事
業
の
一

つ
と
し
て
活
動
。
部
長
・

副
部
長
を
中
心
に
計
画
。

作
業
を
行
い
な
が
ら
会

員
間
の
情
報
交
換
の
場

と
し
て
、
和
や
か
な
雰

囲
気
で
あ
る
。
今
後
は
、

会
員
の
他
に
地
域
の
子
供
た
ち
や
住
民
の
皆
さ
ん

も
環
境
美
化
運
動
と
し
て
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
し
た
い
。

8 

亀
塚
花
と
緑
の
会

●
活
動
場
所

亀
塚
集
落
内
幹

線
町
道
歩
道
の

街
路
樹

●
主
な
内
容

草
花
な
ど
の
植

栽
・
管
理

●
自
己
Ｐ
Ｒ

　

亀
塚
集
落
は
、

都
市
計
画
に
よ

り
整
備
さ
れ
、
生
活
環
境
に
恵
ま
れ
、
花
や
緑
を

ど
ん
ど
ん
増
や
せ
る
良
い
環
境
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。
た
だ
、
今
年
度
は
暑
い
真
夏
に
も
耐
え
る
花

の
選
定
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
思
う
よ
う
な
成
果

が
あ
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
さ
ら
に
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
、
集
落
の
有
志
の
協
力
を
も
っ

て
街
路
樹
（
イ
チ
ョ
ウ
）
黄
金
の
色
彩
と
花
の
植

栽
か
ら
環
境
美
化
運
動
の
集
落
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

10 

介
護
老
人
保
健
施
設

汐
彩
の
郷

●
活
動
場
所

施
設
周
辺
の
道

路
と
敷
地
の
外

周

●
主
な
内
容

草
花
な
ど
の
植

栽
・
管
理
、
松

葉
拾
い
、
ご
み

拾
い

●
自
己
Ｐ
Ｒ

　

施
設
利
用
者

と
職
員
が
「
和

気
あ
い
あ
い
」

と
仲
良
く
し
て
い
る
姿
を
ご
家
族
の
皆
さ
ん
か
ら

も
見
て
も
ら
い
た
い
。”
も
う
少
し
長
生
き
で
き

る
”
と
い
う
言
葉
も
聞
こ
え
て
い
る
の
で
今
後
も

継
続
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

12 

㈲
イ
マ
イ

ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト

●
活
動
場
所

国
道
１
１
３
号

線
の
歩
道

●
主
な
内
容

除
草
、
草
花
な

ど
の
植
栽
・
管

理

●
自
己
Ｐ
Ｒ

　

登
下
校
の
子

供
た
ち
や
多
く

の
車
が
通
る
場

所
で
あ
る
た
め
、

花
を
見
て
元
気

に
な
り
、
笑
顔
の
輪
が
広
が
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

14 

㈲
高
橋
建
材

●
活
動
場
所

山
辺
川
線
次
第
浜

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

●
主
な
内
容

散
乱
ご
み
の
収
集
、

除
草
、
草
花
な
ど
の

植
栽
・
管
理

●
自
己
Ｐ
Ｒ

　
「
一
時
の
安
ら
ぎ

の
場
」
地
域
の
環
境

美
化
の
た
め
取
り
組

み
ま
し
た
。
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お問い合わせ　役場ふるさと整備課
　　　　　　　都市計画係　☎２７－２１１１
　　　　　　　（内線２３５）

№ 団体名 活動開始

１ サークル道美新（みちびしん） 平成25年5月

２ 桃山集落 　〃　　5月

３ ぐり～ん☆スター 　〃　　5月

４ 外畑フラワー会 　〃　　6月

５ 聖籠町建設業協会 　〃　　6月

６ ㈱岩測設計 　〃　　6月

７ 汐美台自治会 　〃　　6月

８ 亀塚花と緑の会 　〃　　7月

９ 曽根建㈱ 　〃　　7月

10 介護老人保健施設　汐彩の郷 　〃　　9月

11 図書館ネットｉせいろう 平成26年4月

12 ㈲イマイトランスポート 〃　　6月

13 苔沼老人クラブ紅苔会（こうせいかい） 〃　　9月

14 ㈲高橋建材 平成27年3月

15 ㈲ヒグチ不動産 　〃　　4月

16 東高建機作業㈱ 　〃　　5月

17 愛花の会 　〃　　6月

18 丸潟花クラブ 　〃　　7月

さわやかクリーンサポート事業
参加団体一欄

15 

㈲
ヒ
グ
チ
不
動
産

●
活
動
場
所

藤
寄
交
差

点
周
辺

●
主
な
内
容

散
乱
ご
み

の
収
集
、

除
草
、
草

花
な
ど
の

植
栽
・
管

理

●
自
己
Ｐ
Ｒ

　

花
の
植

栽
後
、
ゴ

ミ
の
ポ
イ

捨
て
が
減
り
ま
し
た
。
楽
し
み
な
が

ら
清
掃
活
動
を
は
じ
め
、
美
し
い
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

16 

東
高
建
機
作
業
㈱

●
活
動
場
所

山
辺
川
線
Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ

ー
カ
レ
ッ
ジ
交

差
点
周
辺

●
主
な
内
容

散
乱
ご
み
の
収

集
、
除
草
、
草

花
な
ど
の
植
栽
・

管
理

●
自
己
Ｐ
Ｒ

　

以
前
か
ら
清

掃
活
動
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

こ
の
事
業
活
動
に
声
を
掛
け
て
い
た
だ
い

て
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。「
私

た
ち
の
活
動
が
少
し
で
も
環
境
美
化
に
繋

が
れ
ば
！
」
そ
ん
な
想
い
で
事
業
に
参
加

し
て
い
ま
す
。

17 

愛
花
の
会

●
活
動
場
所

亀
代
郵
便
局
前

植
栽
帯

●
主
な
内
容

除
草
、
草
花
な

ど
の
植
栽
・
管

理

●
自
己
Ｐ
Ｒ

　

花
を
植
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
、

水
の
大
切
さ
・

成
長
を
感
じ
そ

れ
が
癒
し
と
な

り
心
の
ビ
タ
ミ

ン
剤
と
な
る
。

と
て
も
良
い
相
乗
効
果
で
日
々
、
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
通
学
路
で
も
あ
る
た
め
男
の

子
た
ち
に
も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
こ

と
も
良
い
で
す
。

18 

丸
潟
花
ク
ラ
ブ

●
活
動
場
所

丸
潟
集
落
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

こ
ど
も
園
バ
ス
停
付
近

●
主
な
内
容

散
乱
ご
み
の
収
集
、
除
草
、
草
花
な
ど
の

植
栽
・
管
理

●
自
己
Ｐ
Ｒ

　

昨
年
ま
で
町
の
補
助
を
受
け
、
農
地
管

理
に
あ
わ
せ
て
花
作
り
も
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
制
度
変
更
で
花
作
り
へ
の
補
助
が

な
く
な
り
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
の
花
作
り

の
道
具
を
使
わ
な
く
な
り
、
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
も
殺
風
景
と
な
っ
て
「
も
っ
た
い

な
い
な
～
」
と
思
っ
て
い
た
と
き
、
町
の
「
さ
わ
や
か
ク
リ
ー
ン
サ
ポ
ー

ト
事
業
」
を
知
り
、
集
落
の
皆
さ
ん
の
賛
同
を
得
て
、
事
業
に
参
加
し
ま

し
た
。
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
植
栽
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
や
草
取
り
な
ど
を

行
っ
て
お
り
、
今
後
活
動
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

花
に
負
け
な
い
笑
顔
と
活
気
が
溢
れ
る
こ
と
を
願
い
が
ん
ば
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　道路・公園などの環境美化に取り組む団体を
随時募集しています！
　興味のある方は下記の問い合わせ先へご連絡
ください。
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農業委員、農地利用最適化
推進委員の選任イメージ

お問い合わせ　農業委員会事務局（役場１階）　☎２７－２１１１　内線１３０

　農業委員会法が改正され、その中で、国は担い手（地域の中心となって農業経営を行う農家や農業生
産法人など）が利用する農地面積の割合を現状の５割から８割に拡大するため、「農地等の利用の最適
化の推進」が農業委員会の義務と位置づけられました。
　今回の法改正により、農業委員会は、農地法に関する許認可業務のほか、担い手への農地の集積・集
約化、耕作放棄地の発生防止・解消、新規就農者の掘り起こしをより積極的に進めていくこととなりま
す。

【改正点１】
農地利用最適化推進委員が設置されます

　農業委員会は農業委員とともに農地等の利用の最
適化、耕作放棄地の発生防止・解消を進めるため地
域で活動する推進委員を委嘱します。
　農業委員会は、区域ごとに農業者などから推進委
員の候補者の推薦を求め、希望者を募集し、その結
果を公表します。

【改正点２】
農業委員の選出方法が変わります

①公選制から地域推薦・公募に変わります
　農業委員の選出方法は、公職選挙法に基づくもの
から市町村長が議会から同意を得て任命する方法に
なります。
　市町村長は任命に当たって、地域の農業者や農業
団体に候補者の推薦を求め、公募も行います。推薦
と公募の結果は公表が義務付けられています。

②認定農業者を半数以上にし、利害関係のない方も登
用します
　農業委員の過半は認定農業者（地域の担い手とし
て市町村が認定した農業者）の中から選任します。
　また、農業者以外で利害関係がなく見識がある方
も登用します。

③女性や青年を登用します
　農業委員の年齢、性別などに著しい偏りが生じな
いよう配慮することが求められています。

農業委員会の制度が変わりました

地域の農業者や
農業団体など

農地利用
最適化

推進委員

農業
委員

農業
委員会

町長

町議会

推薦・公募

委嘱任命
同意

平成２８年４月から町農業委員は
� 新制度による任命になります

　現農業委員が平成２８年３月３１日で任期満了と

なることから、平成２８年４月より新制度で任命

された農業委員となり、あわせて農地利用最適化

推進委員が委嘱されます。

　平成２８年１月に農業委員、農地利用最適化推

進委員の推薦・公募を実施する予定です。
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社
会
保
障
・
税
・
災
害
対
策
の
た
め
の
手
続
き
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
の
利
用
が
は
じ
ま
り
ま
す

　

平
成
28
年
1
月
か
ら
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
、
役
場
を
始
め
と
す
る

官
公
署
で
手
続
き
な
ど
を
す
る
際
、

個
人
番
号
欄
が
あ
る
申
請
書
・
届

出
書
な
ど
に
、
あ
な
た
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
記
入
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

下
記
の
手
続
き
を
す
る
窓
口
で
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
す
る
た
め

に
通
知
カ
ー
ド
の
提
示
が
求
め
ら

れ
ま
す
の
で
、
手
続
き
の
際
は
必

ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
1
月
か
ら

下記の手続きにこの番号
が必要になります

　ご自身のマイナンバーは
「通知カード」や「個人番号
カード」で確認して、ご記入
ください

1月からマイナンバーの記入が
� 必要となる町の手続き

・国民健康保険の給付手続き
・介護保険の給付手続き
・後期高齢者医療の給付手続き
【手続き先　役場町民課　保険係
　　　　　　☎２７－２１１１
� （内線１１５）】

・障害福祉サービスの給付手続き
・養育医療給付の手続き
・介護保険の要介護認定手続き
【手続き先　保健福祉課
� （町保健福祉センター内）
� ☎２７－６５１１】

・児童手当の手続き
・（特別）児童扶養手当の手続き
【手続き先　町教育委員会�子ども教育課
　　　　　　子ども・子育て支援係
　　　　　　☎２７－２１１１
� （内線３０７）】

詐欺にご注意
ください！

　マイナンバーをかたっ
た詐欺事件が多発してい
ます。
　電話で、「ATMに行け」、

「マイナンバーや個人情
報が流出している」など
といわれたら、それは

詐欺電話 です！

　そのような電話があっ
たら相手にせず、最寄り
の警察署に相談しましょ
う。
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聖
籠
町
で
は
、
10
月
28
日
か
ら
住
民

票
の
世
帯
へ
簡
易
書
留
郵
便
で
「
通
知

カ
ー
ド
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
あ
て
先
な
し
の
理
由
な
ど
で

郵
便
局
か
ら
戻
さ
れ
た「
通
知
カ
ー
ド
」

を
聖
籠
町
役
場
町
民
課
で
保
管
し
て
い

ま
す
。
こ
の
カ
ー
ド
は
役
場
で
一
定
期

間
（
３
カ
月
間
程
度
）
保
管
し
た
後
に

廃
棄
処
分
と
な
り
ま
す
。
次
の
理
由
に

該
当
し
通
知
カ
ー
ド
を
受
領
し
て
い
な

い
方
は
、
役
場
町
民
課
窓
口
で
受
領
さ

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
同
一
の
町
内
に
転
居
し
た
が
住
所
変

更
を
し
て
い
な
い
場
合

・
郵
便
局
の
「
ご
不
在
連
絡
票
（
ピ
ン

ク
）」
の
手
続
き
に
よ
り
受
け
取
っ

て
い
な
い
場
合

・
簡
易
書
留
郵
便
の
「
通
知
カ
ー
ド
」

の
受
け
取
り
を
拒
否
さ
れ
た
場
合

通
知
カ
ー
ド
が
届
い
て
い
な
い
方
へ

お問い合わせ

役場町民課　
町民サービス係
☎ 27-2111
　　（内線 112）

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

　

一
旦
「
通
知
カ
ー
ド
」
が
廃

棄
処
分
さ
れ
ま
す
と
、
そ
の
後

に
「
通
知
カ
ー
ド
」
の
交
付
を

希
望
し
た
場
合
は
、
役
場
町
民

課
窓
口
で
再
交
付
申
請
を
提
出

し
再
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、

再
交
付
手
数
料

�
５
０
０
円

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

通
知
カ
ー
ド
は
で
き
る
だ
け

お
受
け
取
り
い
た
だ
く
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

こんな場面で、あなたもマイナンバーを使います。

学生
○アルバイトの勤務先に
○奨学金の申請時に
○勤労学生の控除手続きに

高齢者・障害者など
○福祉や介護の手続に
○災害時の支援利用時に

主婦・保護者
○パート・アルバイトの勤務先に
○出産育児一時金や育休の申請時に

外国人
○中長期在留者や特別在留者などの外国人も
税や社会保障などの手続きに

従業員
○扶養控除等（異動）申告書など会社に提出
する税務関係書類に

○健康保険や雇用保険、年金などの手続きに
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マイナンバー制度に

� 便乗した詐欺に注意！

消 費 生 活消 費 生 活

お問い合わせ
役場町民課

消費生活センター
☎︎２７－１９５８（直通）
※来所の際は事前にお電
　話頂けると確実です。

62
12月

スト
ップ
！

　ザ
・悪
徳商
法

10月相談受付情報
月 件数 主な相談内容

10月 5 件
IP 電話の変更トラブル
ワンクリック請求
クレジットの退会

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１い

や

や

８
８

か
ら
も
相
談
で
き
ま
す

【ワンポイント情報】
　ブラックリストという言葉をよく耳にしますが、ブラックリス
トとは、クレジットカードやローンでの延滞や多重債務、自己破
産といった信用上の事故情報を個人信用情報機関がまとめたもの
で、金融機関が新たな不良顧客の発生などを防ぐ目的でこの情報
を共有していることを表現したものです。
　いったん「ブラックリスト」に載ると、クレジットカードを作
ることや新たにお金を借り入れすること（ショッピングローン、
自動車ローン、住宅ローンなど）が一定期間できなくなります。
� 「暮らしの豆知識 2015」から抜粋

●　マイナンバーの通知や利用手続きなどで、国や自
治体の職員が家族構成、資産や年金・保険の状況な
どを聞くことはありません。また消費生活センター
からも電話をすることはありません。

●　不審な電話はすぐに切り、来訪の申し出があって
も断って下さい。

●　万が一金銭を要求されても決して払わないように
しましょう。

●　不安を感じたら消費生活センターまたは役場町民
課にご相談ください。

事例①�　
　「マイナンバー制度の導入に
伴い、個人情報を調査中である」
と言って、女性が来訪し、資産
や保険の契約状況などを聞かれ
た。本当に行政機関がそのよう
な調査をしているのか。
� （60 歳代　女性）

事例①�　
　若い男性から「マイナンバーが順次届いており、みんな手続きを
しているが、あなたは手続きをしたか」との電話があった。「まだ
していない」と答えると「早く手続きをしないと刑事問題になるか
も知れない」などと言われ、不審に思った。� （70歳代　男性）
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こども園幼児交通安全教室を開催しました！

「高齢者交通事故防止
飲酒運転根絶」推進大会

交通安全に関することは
役場生活環境課 地域安全係
☎27−2111（内線 284）

交 通
安 全
vol.163

今日も一日交通安全

冬の交通事故防止運動が始まります

町の交通事故発生状況
区分

年
10月 1月〜 10月（累計）

発生件数 死者数 傷者 発生件数 死者数 傷者

平成27年 4 0 4 26 1 33
平成26年 3 0 5 26 1 38
増　減 +1 0 -1 0 0 -5

　12 月 11 日（金）～ 12 月 20 日（日）の間、冬の交通事故防止運動が行われます。
最近、特に高齢者、若者、女性ドライバーの事故が多いので気をつけてください。
飲酒運転は、アルコールの影響により運動機能が低下し、ハンドル操作などがに
ぶくなるなど交通事故につながる大変危険な行為です。
　「飲酒運転は、しない！させない！許さない！」
を合言葉に、地域や社会全体で飲酒運転を根絶しましょう。

　10 月 8 日（木）新発田市民文化会館で、高齢者の事故防止
や飲酒運転の根絶を呼びかける大会が行われました。

＝ お知らせ ＝
平成 27年優良・優秀運転者表彰申請について
 （20 年・30 年・40 年・50 年無事故無違反表彰）
◎受付　12 月 7 日（月）
　　　　　～ 12 月 25 日（金）まで
　「無事故」「無違反」の方は、どなたでも申請でき
ます。皆様の申請をお待ちしております。
　お問い合わせ：生活環境課　地域安全係
　　　　　　　　☎ 27－2111（内線 284）

表彰された皆さん
○全日本交通安全協会長表彰
　（交通栄誉章・緑十字銅賞）曽

そ ね

根　剛
つよし

さん
○県警察本部長・県協会長連名表彰
　（安全活動功労者）大

おおごし

越　安
やすはる

春さん
○新発田警察署長・新発田地区交通安全協会長連名
　表彰（安全活動功労者）髙

たか

橋
はし

　孝
こういち

一さん
○新発田地区交通安全協会長表彰（安全活動功労者）
　砂
すなはら

原　近
このえ

衛さん　　小
こばやし

林　克
かつ

己
き

さん功労表彰者
宣言文　母の会代表
佐
さ

々
さ

知
ち

  瑞
みず

枝
え

 副会長

居酒屋で乾杯 裁判にて被害者宅へ謝罪加害者の家族

手品で交通安全

一杯のお酒の代償

は大きい・・・

赤にあつまれ！

“悲しみは果てしなく”と題した寸劇で町交通安全指導員が飲酒運転根絶を訴えました。

交通安全の
　　やくそく

止まる
見る
見せる
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
ま
た
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

総

務

課

11
月
13
日
（
金
）

■
第
２
回
聖
籠
町
ま
ち
・
ひ
と
・

　
し
ご
と
創
生

�

総
合
戦
略
推
進
会
議
を
実
施

　
「
聖
籠
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合

戦
略
」
の
策
定
を
検
討
す
る
同
会
議

の
第
２
回
目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
人
口
分
析
や
地
域
の

現
状
、
町
民
・
農
業
者
な
ど
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
総
合
戦
略

の
基
本
目
標
な
ど
の
素
案
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
総
合
戦
略
の
基
本
目
標

と
基
本
的
方
向
に
つ
い
て
２
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
意
見
交
換
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
後
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦

略
の
策
定
に
向
け
、
よ
り
詳
細
な
内

容
を
審
議
し
て
い
き
ま
す
。

11
月
16
日
（
月
）

■
平
成
27
年
度
第
２
回

　
聖
籠
町
総
合
計
画
審
議
会
開
催

�

町
長
へ
中
間
答
申
を
実
施

　

聖
籠
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
で

あ
る
「
第
４
次
総
合
計
画　

後
期
基

本
計
画
」（
以
下
、「
後
期
計
画
」）

の
計
画
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

後
期
計
画
の
内
容
を
大
き
く
３
つ

に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
を
担
当

す
る
部
会
で
計
画
内
容
の
審
議
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
お
お
む
ね
各
部
会
の

審
議
内
容
が
固
ま
っ
た
た
め
、「
後

期
計
画
」
素
案
と
し
て
編
さ
ん
し
、

本
審
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
会
終
了
後
、
町
長
へ
の
中
間

答
申
を
行
い
、「
後
期
計
画
」
素
案

が
地ち

濃の
う

会
長
か
ら
町
長
に
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
素
案
は
町
役
場
を
始

め
と
す
る
町
公
共
施
設
お
よ
び
町
ホ

ー
ム
ぺ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
、
皆
さ
ん

か
ら
の
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す

（
詳
し
く
は
18
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
）。

　

今
後
、
１
月
に
予
定
す
る
最
終
答

申
の
作
成
に
向
け
、
さ
ら
な
る
審
議

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
教
育
課

10
月
20
日
（
火
）

■
第
10
回
聖
籠
町
教
育
委
員
会

�

定
例
会
開
催

・
聖
籠
町
就
学
指
導
委
員
会
委
員
の

補
充
委
嘱
に
つ
い
て

・
就
学
援
助
の
認
定
に
つ
い
て

・
聖
籠
中
学
校
通
学
バ
ス
３
キ
ロ
未

満
の
生
徒
に
つ
い
て

　

以
上
の
３
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

農
業
委
員
会

10
月
27
日
（
火
）

■
農
業
委
員
会
第
22
期
第
32
回
総
会

開
催

・
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て

・
農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
所
有
権
移
転
）
申
出
審
査
に
つ

い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
設
定
）
申
出
審
査
に
つ

い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
移
転
）
申
出
審
査
に
つ

い
て

　

以
上
の
５
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
ま
し
た
。
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第９回まちなか防災訓練を実施！
　１０月１８日（日）午前９時のサイレンを合図に町内全集落で９回目となる「聖籠町まちなか防災訓練」が実施
されました。この訓練は、各集落の自主防災組織が主体となり、地域防災力の強化を目的として、津波避難場所
などへ避難する訓練や避難経路を確認しあう訓練、火災発生直後の初期消火を想定し、水放射器を使用した消火
器の使い方の訓練などが行われました。
　また、杉谷内集落では、津波浸水想定区域となることから、集落内バイパス斜面に新たに設置された津波避難場
所の避難訓練が行われるなど、津波災害への備えを参加者で確認していました。
　訓練参加人数は２，２８０人（男性 1,245 人、女性 1,035 人）でした。ご参加くださりありがとうございました。

町職員登庁および初動訓練
　まちなか防災訓練に併
せ、町役場職員が、地震
発生に伴い町に被害が生
じたことを想定して役場
に登庁し、町内施設やラ
イフラインの被害状況確
認など、各課においてマ
ニュアルに基づいた災害
応急措置にあたりました。
これは“災害に強い安全
で安心な町”をめざし毎
年行っている訓練です。

津波避難場所などへの避難訓練
・　訓練場所まで避難した後、
町災害ハザードマップを紹
介し、指定避難所を説明する
ことができた。

・　実際に避難することで、指
定の避難場所を確認できてよ
かった。

☜　杉谷内集落内の新々バイパス斜面に新たに
設置された津波避難場所に避難している様子。

避難経路確認訓練
・　建物が両側にある道路は倒壊など

により通れなくなることを想定し、
なるべく構築物のない道路を通行す
べきとの考え方で合意ができた。

・　前年まで避難経路を一つとしてき
たが、安全な経路かを確認し、（変
更を含めて）今後の検討事項とした。

初期消火訓練
・　使用方法をわかる人が少なかったの

で、何年かに一度はこの訓練を行った方
がよかったと感じた。

・　日頃めったに手に触れることのない消
火訓練ということで、特に女性の方に積
極的に体験してもらえた。

・　訓練に参加した住民全てが、消火訓練
を体験できた。
（※1）川の水を活用したバケツリレーによる消火訓練の様子
（※2）消火栓を活用した消火訓練の様子

全体を通しての意見、要望
・　一人一人が防災意識をもって回数を重ねていく

必要があると感じた。
・　家の中の安全も確かめ家族で一緒に歩いて避難

することができて良かったと思う。
・　女性や子どもが優先的に訓練に参加してもらえ

た。消火器や消火栓についても女性が使いこなせ
ることが証明できた。

ハザードマップは町ホーム

ページで公開していま～す！

以下、各地区で行われた防災訓練の様子と、アンケート
で集計した感想などを一部ご紹介します！

お問い合わせ　役場生活環境課�地域安全係
　　　　　　　☎ 27-2111（内線 282）

【災害対策本部設置訓練】

（※1） （※2）
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町
長
の
動
向（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

12
月

6
日	

聖
籠
町
親
善
剣
道
大
会

8
日
〜		

12
月
議
会
定
例
会

13
日	

聖
籠
町
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー

ト

18
日	

区
長
会
議

お問い合わせ　証明書などの申請・発行に関すること
　　　　　　　　保健福祉課（町保健福祉センター内）
　　　　　　　　福祉係　☎ 27－6511
　　　　　　　税控除などに関すること
　　　　　　　　役場税務財政課　税務係（内線 145）

	　　

12 月 の 行 事

INFORMATION
聖籠町役場　　☎27－2111
町 民 会 館　　☎27－2121
図   書   館　　☎27－6166
保健福祉課（町保健福祉センター内）
　　　　　　　☎27－6511
上下水道課（上水道管理棟）
　　　　　　　☎27－5141
診   療   所　　☎27－1234

お問い合わせ先

I N F O R M A T I O N

I N F O RM A T I O N

《相談事業》
ところ　役場１階　会議室
◆行政相談
　８日（火）
　午前10時00分～11時30分
　 役場総務課（内線223）

ところ　結いハート聖籠
◆心配ごと相談
　２日（水）、16日（水）
　午後1時00分～4時00分
　 聖籠町社会福祉協議会
　　☎27-6767

《保健福祉事業》
ところ　保健福祉センター

◆乳幼児健康診査
○１歳２カ月児歯科健診
　７日（月）午後1時15分～
○３歳６カ月児歯科健診
　14日（月）午後１時15分～
○１歳６カ月児健診
　17日（木）午後１時～
○乳児健診
　18日（金）午後１時15分～
◆学級
○マタニティママのリフレッシュ教室
　３日（木）午前９時30分
　 保健福祉課（町保健福祉センター内）
　☎27-6511

平成２７年分
所得税の確定申告をされる方へ

●成人おむつに係る費用の医療費控除用証明書（介護保
険主治医意見書写し）の発行について

　介護保険要介護・要支援認定を受け、おむつ代の医療費控除を受
けることが 2 年目以降の方で特定の要件に該当する場合、介護保険
主治医意見書の写しを発行します。（平成 27 年中に使用したおむつ
代が対象となります。）
※　要件がありますので、必ず事前に保健福祉課へお問い合わせく

ださい。

●老齢者の所得税、地方税上の障害者控除対象者認定書
の発行について

　65 歳以上で心身に障がいがあり身体障がい者に準ずる方に「障
害者控除対象者認定書」を次のとおり発行します。（身体障害者手帳、
療育手帳、精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方は認定書の必要は
ありません。）

〈介護保険要介護・要支援認定を受けている方〉
　介護保険の認定区分に基づき発行します。

〈介護保険要介護・要支援認定を受けていない方〉
　保健福祉課職員が調査を行い、該当する場合は認定書を発行しま
す。必ず事前に保健福祉課へお問い合わせください。
※　平成27年中にお亡くなりになった方の証明書も発行できます。

医療費・障害者控除のための証明書などを発行します。
申請は保健福祉課へ
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入 札 結 果	 入札日　平成27年10月8日～29日

件　　名 場　所 契約額
（円） 業者名 納入完了日または工

事（委託）期間最終日
入札
方法

1 消雪パイプ
保守点検業務委託 聖籠町内一円 2,700,000 ㈱北聖 平成27年11月30日 指名競争

入札

2 蓮潟居浦山線
物件調査業務委託 聖籠町大字蓮潟地内 1,749,600 ㈱聖測

コンサルタント 平成27年12月15日 指名競争
入札

3 蓮潟居畑 6号線
物件調査業務委託 聖籠町大字蓮潟地内 1,566,000 ㈱岩測設計 平成27年12月15日 指名競争

入札

4 図書館案内
看板設置工事 聖籠町大字諏訪山地内 2,106,000 曽根建㈱ 平成27年12月21日 指名競争

入札

5 山倉児童クラブ
建設工事 聖籠町大字山倉地内 44,928,000 曽根建㈱ 平成28年3月5日 一般競争

入札

6 杉谷内甚兵衛橋線外 1
路線道路舗装工事 聖籠町大字蓮野地内 16,524,000 ㈱下越道路 平成28年1月23日 指名競争

入札

7 舗第 1号　次第浜山辺
川線道路舗装工事 聖籠町大字次第浜地内 11,448,000 ㈱加賀田組

下越営業所 平成27年12月31日 指名競争
入札

8 交通安全啓発看板
撤去・新設工事 聖籠町大字網代浜地内 2,754,000 曽根建㈱ 平成28年2月12日 指名競争

入札

10 月の届出

（注1）町役場へ届出を提出された方で届出の際にご承諾
の押印をいただいた方のみ掲載しております。

（注2）略した文字で掲載しております。戸籍の氏名と異
なることがあります。ご了承ください。

げんきなよい子
出 生

幸せ多い人生を
婚 姻

      新郎・新婦　　　　  　   行政区

ごめいふくをお祈りします
死 亡

 赤ちゃん 保護者 行政区

愛
な な

々	ちゃん	（入倉　義昭）	 亀　塚

蒼
そう

志
し

	ちゃん	（宮沢　　遼）	 網代浜

虎
と あ

空	ちゃん	（青木　達弥）	 ひばりが丘

六
りっ

花
か

	ちゃん	（渡辺　博之）	 稲の平

風
ふう

花
か

	ちゃん	（渡辺　博之）	 稲の平

隼
はや

人
と

	ちゃん	（児玉　一貴）	 山　倉

心
み ゆ

結	ちゃん	（木滑　優輝）	 八　幡

海
かい

音
と

	ちゃん	（佐藤　泰史）	 次第浜

慶
きょうしろう

志朗	ちゃん	（遠藤　　渉）	 藤　寄

紫
し

音
おん

	ちゃん	（一ノ瀬　大）	 苔　沼

凜
り あ

愛	ちゃん	（五十嵐拓実）	 旭ケ丘

 氏　名 年齢 行政区

近　藤　尋
ひろ

　士
し

	さん	（72 歳）	 ひばりが丘

小　林　ト　ク	さん	（88 歳）	 亀　塚

田　中　　　亨
とおる

	さん	（75 歳）	 網代浜

肥田野　ス　ミ	さん	（84 歳）	 藤　寄

佐久間　一
かず

　夫
お

	さん	（89 歳）	 蓮　潟

高　松　サ　イ	さん	（91 歳）	 亀　塚

高　橋　　　實
みのる

	さん	（84 歳）	 網代浜

加　藤　七
しち

　郎
ろう

	さん	（87 歳）	 蓮　野

長　嶋　義
よし

　清
きよ

	さん	（78 歳）	 次第浜

松　井　ヲ　ワ	さん	（94 歳）	 亀　塚

平　野　ミ　イ	さん	（93 歳）	 次第浜

加　藤　サ　チ	さん	（85 歳）	 蓮　野

　高　橋　知
とも

　也
や

	さん

（本　間）友
とも

　美
み

	さん ｝杉谷内

　奥　平　直
なお

　人
と

	さん

（中　川）主
きみ

　子
こ

	さん ｝八　幡

　渡　辺　広
こう

　大
だい

	さん

（長谷川）真
ま

　澄
すみ

	さん ｝正　庵

（佐　野）圭
けい

　祐
すけ

	さん

　宮　沢　由
ゆ り こ

里子	さん ｝網代浜

　聖籠町では、学校などの給食の安全性を確認し、給食に対する保護者な
どの不安を軽減することを目的に、給食用食材の放射性物質検査を実施し
ています。検査は毎週木曜日、翌日（金曜日）に使用する食材の中から１
品目を選定して行い、再検査となった食材は、給食に使用せず、再検査を
実施し公表しています。
　なお、町のホームページで最新の検査結果を掲載しています。

役場子ども教育課　学校支援係　（内線３０５）

学校給食食材の放射性物質測定結果

※単位：Bq（ベクレル／㎏）
※この検査の検出限界値は、20Bq ／㎏です。検出限界値は、測定する条件や食材により異なります。
※「検出限界値」とは、その分析法や計測機器で検出できる最小値（最小限度）のことをいい、この値

は測定環境（自然界に存在する大気中の放射線量）、測定条件（時間重量など）、検査対象品目によっ
て異なります。

検査日 検査品目 生産地
測定結果

放射性ヨウ素 放射性セシウム
１３１ １３４ １３７

10月1日 人参 北海道 不検出 不検出 不検出

10月8日 じゃがいも 北海道 不検出 不検出 不検出

10月15日 ごぼう 新潟県（胎内市） 不検出 不検出 不検出

10月22日 もやし 福島県 不検出 不検出 不検出

10月29日 セロリ 長野県 不検出 不検出 不検出

測定場所 新潟県新発田地域振興局（新発田市豊町 3丁目 3番 2号）
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総合計画後期基本計画案への意見を募集します

お問い合わせ　役場総務課　総合政策係（内線２２９）

　聖籠町総合計画後期基本計画（以下「後期基本計画」という。）について、聖籠町
総合計画審議会（会長：地濃茂雄氏）から町に対し、11月に中間答申がありました。
　総合計画は町の最上位計画に位置付けられ、この後期基本計画は平成 28 年度か
ら 32 年度までの 5 ヵ年の具体的な施策の方向を示したものとなります。
　そこで、この後期基本計画の策定を町民の皆さんとの協働により行うため、次の
とおり案を公表し、皆さんのご意見をお伺いします。

後期基本計画の
閲覧場所

■町のホームページで公開します
　（URL　http://www.town.seiro.niigata.jp）
◆紙に印刷したものは、次の４カ所で閲覧できます
　①役場総務課　②町民会館　③町図書館　④町保健福祉センター
　※　貸出を希望される方は、総務課に用意していますのでお越しください。

　閲覧場所の印刷物は持ち出しできません。また、コピーはいたしかねますので、
予めご了承ください。

応募用紙 ◆閲覧場所への備え付け
◆町のホームページからダウンロード
◆広報にはさみこんである「町政ポストはがき」※（切手不要）

※　町民会館、町図書館、町保健福祉センター、町国保診療所にも備え付けてあり
ます。

「町政ポストはがき」をご利用の際は、次の事項を記載してください。
＜記載する事項＞
①タイトルを「聖籠町総合計画後期基本計画案への意見」としてください。
②お名前、ご住所、ご連絡先の電話番号
③ご意見（何ページのどの部分についてのご意見かがわかるようにお願いします）　
　【記入例】　３ページ　○○について

提出方法 ◆　郵送・ファックス・Ｅメール・閲覧場所の回収箱・役場総務課へ持参のいずれか
の方法で提出してください。　※ 電話による意見などの受付は行いません。

応募資格 町内に居住している方もしくは町内に通勤・通学している方

提出先 聖籠町総務課　総合政策係
　〒９５７－０１９２　聖籠町大字諏訪山１６３５番地４
　ファックス　２７－２１１９　　Ｅメール soumu@town.seiro.niigata.jp

提出期限 １２月１８日（金）必着

ご意見の
活用方法

　応募いただいたご意見の内容を検討しながら、後期基本計画の策定に活かしていき
ます。なお、個別の回答はいたしかねますので、あらかじめご了承ください。（結果
の公表はホームページのほか町役場総務課で行います。）ご意見については、お名前、
ご住所、ご連絡先の電話番号やメールアドレスを除き、全て公開される可能性がある
ことを、あらかじめご承知おきください。ただし、ご意見中に特定の個人を識別しう
る記述がある場合や、個人の財産権などを害するおそれがあると判断される場合には、
公表の際に当該箇所を伏せさせていただきます。

個人情報の
利用目的・範囲

　提案用紙に記載された個人情報については、後期基本計画の策定の目的にのみ利用
し、その取り扱いには十分に留意し、他の目的には使用しません。
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お問い合わせ　上下水道課（上水道管理棟内）☎２７－５１４１

水道管の凍結にご注意を !!
　１２月に入り、ますます寒さも厳しくなっています。
　気温がマイナス３度以下になると、水道管の立ち上がり（給水管）や蛇口などが凍って水が出なくなった
り、破裂したりする水道の凍結事故が多くなります。
　寒さは水道の大敵です。テレビなどの気象情報に注意し、低温注意報などが出たときは、凍結事故に気を
つけましょう。

冬期間の水道検針について
お知らせします！

●凍結を防ぐには
　屋外で保温をしていない水道管などは、専用
の保温材か凍結防止ヒーターを取り付けて、凍
結防止を行ってください。
　冷え込みが予想される時は、蛇口から鉛筆の
芯より少し太めに水を出す。
※　空き家や長期間留守にする場合は、メータ

ーボックス内の止水栓を右に廻して閉め、蛇
口を開けて水抜きをして凍結破損に気をつけ
てください。

●凍結して水が出なくなったとき
　蛇口を全開にして、凍った部分にタオルをか
ぶせ、蛇口の方から 50℃前後の湯をゆっくり
かける。
※　熱湯を急にかけたりすると、ヒビ割れや破

裂することがあります。
●破裂やヒビ割れしたとき

　メーターボックス内の止水栓を右に廻して水
を止め、聖籠町指定給水装置工事事業者に修理
を申し込んでください。

※　指定給水装置工事事業者以外の業者や個人で立ち上がりを含む水道管の工事を行うと、違反工事と
なり、凍結による水漏れで水道使用料が増えた時、水道料金の軽減対象とはなりません。注意してく
ださい。

水漏れ ?と思ったら！（漏水確認）
　すべての水道の栓を止めて、敷地内にあるメーターボックスにある水道メーターが動いているかどう
か確認してください。動いている場合、水漏れしている可能性があります。水漏れしていた場合、聖籠
町指定給水装置工事事業者へ修理をお申込ください。
　各家庭の敷地内にある水道管などの管理は各家庭の責任になります。

　水道メーター検針は、毎月 25 日から月末の間（12 月および 2 月は 23
日から 28 日）に検針員がお伺いしています。
　メーター検針は「実視検針」が基本ですが、積雪時にメーターボック
スが雪に埋まって実視検針が困難な場合は、前３カ月の平均使用水量を
考慮した「推定検針」となります。実視検針が可能となった場合、推定
検針の精算を行います。
　積雪時はメーターボックス周辺を除雪して頂き、実視検針できるよう
ご協力をお願いします。

　水道メーターボックス周辺の除雪にご協力ください！
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後期高齢者医療制度のお知らせ

Vol.6　医療費と介護保険サービス利用料が高額に
　　　　なったとき（高額介護合算療養費の支給）

　１年間の医療費と介護保険サービス利用料の自己負担額を合計した金額が、定められた限
度額を超えた場合は、その超えた分が『高額介護合算療養費』として支給されます。
　支給の対象となる方には、広域連合から支給申請案内を送付します。

★高額介護合算療養費は、支払った
自己負担額の割合で、後期高齢者
医療制度と介護保険制度、それぞ
れの保険者から支払われます。

★対象期間は、毎年８月１日から翌
年７月３１日までの 1 年間です。

① 世帯で「医療費」と「介護保険サービス
利用料」の両方で自己負担がある。

② ①の自己負担額の合計が、下表の自己負
担限度額を超える。

所得区分
自己負担限度額
平成26年8月1日〜
平成27年7月31日

現役並み所得者 ６７万円
一　般 ５６万円

住民税
非課税世帯

区分Ⅱ ３１万円
区分Ⅰ １９万円

★高額療養費や高額介護サービス費と
して払い戻された額は含みません。

★所得区分は、基準日（平成２７年７月
３１日もしくは、資格喪失日の前日）
所得に応じて適用されます。

★同一世帯であっても、後期高齢者医療
制度の被保険者以外の家族の自己負担
額を合計することはできません。また、
食事代や居住費などは含みません。

★世帯の総支給額が 500 円以下の場合
には支給されません。

支給対象者について

自己負担限度額（年額）

　同一世帯の後期高齢者医療制度の被保険者で、対象
期間内に次の①と②の条件を、どちらも満たす場合に、
支給の対象となります。
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高額介護合算療養費制度に関するお問い合わせ
　新潟県後期高齢者医療広域連合�業務課�医療給付係　☎０２５－２８５－３２２２
　役場町民課�保険係（内線１１７）

申請手続きの流れ

　支給対象となる方に、広域連合から申請手続
きのご案内を郵送します。（12 月初旬以降）
　役場町民課 保険係 の窓口にて、手続きをお
願いします。

【必要なもの】
　　①申請書（広域連合から届きます）
　　②印かん　③申請者の預金通帳
　　④保険証　⑤介護保険証

★注意！その１
　対象期間の途中に、後期高齢者医療制度に新たに加入した方（75 歳になるなど）が
同一世帯にいる場合は、申請手続きのご案内が、広域連合から発送できないことがあ
ります。支給対象になると思われる場合には、町民課 保険係 までお問い合わせくださ
い。

★注意！その２
　申請によって支給される給付（高額療養費・葬祭費など）を受けることができるのは、
法律により 2 年間と定められています。忘れずに手続きをしてください。

　広域連合から、申請いただいたご
指定の口座へ振込みます。
　　○医療費分
　　　　⇒　申請手続き後、
　　　　　　約 2 カ月後
　　○介護保険サービス利用料分
　　　　⇒　申請手続き後、
　　　　　　約 3 カ月後
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このページ掲載の行事に関する参加申し込み・お問い合わせ
� 聖籠町地域包括支援センター（町保健福祉センター内）　☎２７－６５２１

高齢者のための運動教室を開催します

おしらせ
「認知症の人を

介護している
　 家族のつどい」

「認知症サポーター
養成講座」
参加者募集

～ 認知症になっても
 安心して暮らせるまちづくり ～

　認知症の人を介護している人たちが、つどいを始
めました。
　介護経験の長い人も短い人も、お互いに困ってい
ることを出し合い、話を聞いてもらうことで気持ち
が軽くなっています。お気楽にご参加ください。

次回の開催予定
12 月 7 日（月）

　午後 1 時 15 分～ 3 時 00 分
なごみの家

　（町立図書館 役場側出入り口近く）
■参加費　50 円（お茶菓子代）

　認知症サポーターとは特別なことをする人では
ありません。もし身近に認知症の人やその家族がい
た時に、そっと見守り、そっと手助けをする・・・
そんな「応援者」です。

12 月 21 日（月）
　午後 1 時 30 分～ 3 時 00 分

聖籠町保健福祉センター　大集会室
認知症とは

　認知症の人との付き合い方　など
■参加費　無料　どなたでも参加できます

機械やボール・広い空間を使って

筋力アップと認知症予防を 期　間

平成 27 年 12 月 15 日～平成 28 年 3 月 18 日
の間の火・金曜日
午前 10 時 00 分～ 11 時 30 分
参加者には詳しい案内をお送りします

場　所 聖籠町保健福祉センター

内　容

腰・膝・肩の痛みの改善と予防
筋力トレーニング（筋肉の働きの説明）
認知症予防の運動・血行を良くする体操
栄養士の栄養指導もあります

対象者 医師から運動を禁止されてない 65 歳以上の
方 10 名（初回参加の方が優先となります）
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ー
・
座
談
会
』
を
行
い
ま
し
た

　

10
月
17
日
（
土
）
午
前
10
時
か

ら「
地
域
の
福
祉
力　

セ
ミ
ナ
ー
・

座
談
会
」
を
、
町
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
、
聖
籠
町
・
聖
籠
町
社
会

福
祉
協
議
会
の
共
催
に
よ
り
行
い

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
約
60
名
が
参
加
し
、

自
分
た
ち
の
住
む
地
域
を
も
っ
と

住
み
よ
い
地
域
に
す
る
た
め
に
、

自
分
で
で
き
る
こ
と
・
地
域
で
で

き
る
こ
と
な
ど
を
一
緒
に
考
え
ま

し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
敬
和
学
園
大

学
人
文
学
部
共
生
社
会
学
科
の
川

本
健け

ん

太た

郎ろ
う

先
生
が
講
演
し
ま
し
た
。

現
状
の
社
会
情
勢
な
ど
も
交
え

つ
つ
、「
地
域
福
祉
の
主
人
公
は
、

行
政
で
は
な
く
、
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
。
何
を
や
る
か
を
決
め
る
の

も
住
民
の
皆
さ
ん
」
と
話
し
、
福

祉
向
上
の
た
め
に
自
ら
関
わ
っ
て

い
く
こ
と
の
必
要
性
を
説
き
ま
し

た
。

　

講
演
に
続
き
、「
子
育
て
を
通

し
て
思
う
こ
と
」
と
題
し
て
吉
田

佐さ

英え

子こ

さ
ん
（
大
夫
）
が
、「
お

互
い
様
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
題

し
て
大
浦　

暁あ
き

子こ

さ
ん
（
大
夫
）

が
、「
杉
の
子
の
家
と
私
」
と
題

し
て
長
谷
川　

健け
ん

吾ご

さ
ん
（
諏
訪

山
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
話

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
座
談
会
で
は
、「
子

育
て
支
援
」「
高
齢
者
世
帯
や
認

知
症
高
齢
者
支
援
」「
障
が
い
児

（
者
）
支
援
」
の
３
つ
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行

い
ま
し
た
。

　

各
グ
ル
ー
プ
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
が
出
さ
れ
、
今
後
の
福
祉
力

ア
ッ
プ
に
繋
が
る
有
意
義
な
話
し

合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

↑
①
川
本
健
太
郎
先
生（
写
真
左
）は
講
演

で
、福
祉
向
上
の
た
め「
地
域
の
繋
が
り

に
期
待
し
た
い
」
と
参
加
者
に
呼
び
か

け
ま
し
た
。②
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
、

福
祉
の
向
上
を
と
も
に
考
え
ま
し
た
。

↑
③
座
談
会
の
グ
ル
ー
プ
討
議
の
様
子
。

④
グ
ル
ー
プ
討
議
後
、
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
福
祉
に
関
す
る
要
望
や
福
祉
へ
の
参

加
意
欲
の
あ
る
意
見
な
ど
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

①

③

②

④

【子育て支援】
・　昔は本家の家で子どもを預かっても

らっていたけど、最近はそういうこと

もなくなった

・　育児サークルなどにも（子どもたち

の話やママさんの話を聴く）傾聴ボラ

ンティアが来てくれれば…

【高齢者世帯や認知症高齢者支援】
・　会社勤めの人が介護のために仕事を

辞めたという話しを聞いた

・　近所の人が徘徊しているのを見たと

きどうしたらよいの？

・　ボランティアのやり方がわからない

【障がい児（者）支援】
・　障がいがある人「大変だろうな」く

らいしか思ってなかった。今後、ボラ

ンティアとかで関りたい

・　移動手段が（もっと）あればよい

グループ討議での意見
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「
人
権
を
大
切
に
す
る
県
民
の

　
　
つ
ど
い
」を
開
催
し
ま
す

12
月
６
日
（
日
）　

午
前
10
時
15
分
～
午
後
３
時
00
分

イ
オ
ン
モ
ー
ル
新
潟
南　

１
階　

マ
リ
ン
コ
ー
ト

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
紙
芝
居
、

ケ
ミ
カ
ル
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る

ス
テ
ー
ジ
ラ
イ
ブ
、
プ
ロ
ス
キ
ー

ヤ
ー
皆
川
賢
太
郎
氏
に
よ
る
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
の
ほ
か
、
新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ

ク
ス
Ｂ
Ｃ
選
手
サ
イ
ン
会
、
押
し

花
し
お
り
作
り
体
験
教
室
な
ど

（
い
ず
れ
も
参
加
無
料
・
申
込
不

要
）

■
そ
の
他　

12
月
４
日
（
金
）

	

～
12
月
10
日
（
木
）

同
会
場
に
て
「
じ
ん
け
ん
パ
ネ
ル

展
」
を
開
催
し
ま
す
。

新
潟
県
福
祉
保
健
部

福
祉
保
健
課
人
権
啓
発
室

☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
１
８
１

講
演
会
「
命
の
光
を
大
き
く
輝

　
か
せ
る
た
め
に
～
違
い
が
あ

　
る
っ
て
素
晴
ら
し
い
～
」
を

　
　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す

12
月
12
日
（
土
）

　

午
後
２
時
30
分
～
４
時
00
分

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21　

６
階

　

新
潟
市
民
プ
ラ
ザ

■
講
師　
松
崎
運
之
助　

さ
ん　
　

（
元
夜
間
中
学
校
教
諭
）

■
定
員　
４
４
０
名

（
入
場
無
料
・
先
着
申
込
順
）

※　

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
が
あ
り

ま
す
。

※　

講
演
に
先
立
ち
「
全
国
中
学
生

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
新
潟
県
大

会
表
彰
式
」

（
午
後
１
時
15
分
～
２
時
15
分
）

を
行
い
ま
す
。

新
潟
県
福
祉
保
健
部

福
祉
保
健
課
人
権
啓
発
室

☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
１
８
１

FAX
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
７
４
２

地
域
に
貢
献

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

■
施
設
の
清
掃
奉
仕
作
業

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

毎
年
、地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
、多

目
的
屋
内
運
動
場
な
ど
の
除
草
・
刈

り
込
み
・
ガ
ラ
ス
磨
き
の
奉
仕
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
57
名
の

会
員
が
参
加
し
、
汗
を
流
し
ま
し
た
。

■
包
丁
研
ぎ
の
奉
仕
作
業

　

今
年
は
、
除
草
な
ど
の
奉
仕
作
業

に
加
え
、
蓮
野
・
山
倉
小
学
校
所
有

の
包
丁
研
ぎ
の
奉
仕
作
業
も
行
い
ま

し
た
。
砥
石
の
前
で
息
を
整
え
、
子

ど
も
た
ち
の
顔
を
浮
か
べ
な
が
ら
、

丁
寧
に
研
ぎ
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

聖
籠
事
務
所

☎
２
７
‐
１
６
４
４

FAX
２
８
‐
７
５
２
２

　次のようなことで困ったり、悩んだりし
ていませんか？

・周りの人とうまく付き合えない
・夫や妻が理解してくれない
・生き方を見つめなおしたい
・家族のことを相談したい
・「女だから…」「男だから…」とがんばり
すぎてしまう

・思春期、更年期の息苦しさを話したい

　新潟県男女平等推進相談室では、そのよ
うな困りごと、悩みごとをお持ちの方のご
相談を次の体制でお受けしています。
■相談を受ける体制と方針
・専任相談員が相談に応じます
・皆さんの悩みを一緒に考えます
・悩みの解決に向けてアドバイスや情報を

提供します
・必要に応じて、他の関係機関などをご案

内します
■相談の種別

電話による相談または来所による面談
※面談は予約が必要です

■相談窓口開設日時
月～金曜日
　午前 11 時 00 分～午後 6 時 00 分
　（受付　午後 5 時 30 分まで）
土曜日
　午前 10 時 00 分～午後 5 時 00 分
　（受付　午後 4 時 30 分まで）
　日曜、祝日、12 月 29 日～ 1 月 3 日は
お休みです。
　なお、内容によって、弁護士による

「法律相談」、医師による「こころの相談」
が受けられます（要予約）。

■予約・
新潟県男女平等推進相談室
☎  ０２５‐２８５‐６６０５
FAX ０２５‐２８５‐６６１２
Eメール  soudan@minos. ocn. ne. jp
新潟市中央区上所２‐２‐２
新潟ユニゾンプラザ３階

ご相談をお受けします
� 男性も、女性も、お気軽に
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み ん な の ひ ろ ば

町の宝で〜す
10月の乳児健診から

伊藤 光
ひ か り

陽 ちゃん

笠井 七
なな

斗
と

 ちゃん板倉 新
しん

太
た

朗
ろう

 ちゃん

池田 廉
れん

 ちゃん

国兼 碧
あお

生
い

 ちゃん

田邉 花
か え

恵 ちゃん

金子 結
ゆ あ

愛 ちゃん

諏方 杏
あん

南
な

 ちゃん

伊藤 光
らい

人
と

 ちゃん

国兼 怜
り あ

杏 ちゃん

伊藤 彩
あや

愛
ね

 ちゃん

新田 澪
み お

愛 ちゃん

佐久間 優
そ ら

空 ちゃん

遠藤 柚
ゆず

葉
は

 ちゃん

元気に育ってね！
　この写真は保健福祉センターで行
われている乳児健診会場で主に４か
月健診対象乳児を撮影しています。

★食塩摂取の目標量を知っていますか？
　日本人（40 ～ 74 歳）の 2 人に 1 人は高血圧で、「国民病」
のひとつとされています。自覚症状がないために放置されること
が多く、そのため脳卒中、心筋梗塞などをひき起こし、寝たきり
の原因にもなってしまいます。
　高血圧をひき起こすおもな要因としては、食生活、とくに「食塩」
の過剰摂取があげられます。日本人の食塩摂取量は世界的に見て
も多く、新潟県では男性は 1 日あたり 11.3g、女性は 9.6g です。

（平成 23 年県民健康・栄養実態調査）日本人の目標量と比べて、
新潟県民は約 3g 多いのが現状です。

　高血圧は血管に負担をかけるため、血管の老化である動脈硬化
をより早く進行させます。血管は全身に栄養と酸素を運ぶパイプ
ラインなので、血管が老朽化すると全身に影響がでます。

　12 月は「聖籠町美味しく減塩月間」です。
　12/1（火）～12/31（木）まで、聖籠地場物産にて、減塩に関
する特設コーナーを設置します。

新・食は味楽来
ミ　　　　ラ　　　 クル

お問合せ　保健福祉課（町保健福祉センター内）
　　　　　管理栄養士　☎ 27-6511

減塩特集 第２弾

男性8g未満　女性7g未満
１日の食塩摂取目標量※

☆高血圧の人は男女とも６g未満
※日本人の食事摂取基準 (2015 年版 ) による

高血圧
動脈硬化

脳卒中 心臓病

腎不全
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秋の聖籠町に素敵な
� ハーモニーが響き渡る

風や砂から暮らしを守る
� 保安林を守り育てよう

み ん な の ひ ろ ば

渡邊優愛さん 7歳
ナイトさん 16歳

修羅さん 15歳 れおんさん 8歳 12才さん 13歳 聖籠ですと!さん 14歳

　
投
稿
す
る
と
き
は
ペ
ン
で
書
い
て

く
だ
さ
い
。（
薄
い
も
の
は
掲
載
で

き
ま
せ
ん
）
住
所
と
名
前
は
必
ず
書

い
て
く
だ
さ
い
。（
ペ
ン
ネ
ー
ム
希

望
の
場
合
は
名
前
の
横
に
ペ
ン
ネ
ー

ム
『
○
○
○
』
と
書
い
て
く
だ
さ
い
。）

　

１
カ
月
に
一
人
１
枚
だ
け
受
け
付

け
ま
す
。

　10 月 23 日（金）、聖籠町町民会館で、聖籠中学
校の秋の文化行事「秋灯祭」が行われ、「輝心協奏
～仲間と共に輝かせる歌声～」をスローガンに、練
習で磨いた歌声を競い合いました。
　特に３年生にとっては、この秋灯祭がクラス一丸
となり頂点を目指す最後の行事です。この日のため、
高校受験のための勉強の合間を縫って、クラスで力
を併せて懸命に練習してきました。
　当日、３年生の歌声は、練習の成果を存分に発揮
した美しく力強い合唱となり、生徒も来場者もその
歌声に聴き入っていました。　10 月 24 日（土）、網代浜の保安林内で聖籠町植

樹祭が開催されました。こども園の子どもたち、集
落の区長さん、町議会議員、町海岸砂防林保護組合
の皆さんなど、総勢 79 人が参加して、1,000 本のク
ロマツの苗木を植樹しました。
　保安林は周辺集落を風や飛砂の被害から防ぐとと
もに、二酸化炭素を吸収し地球温暖化を防ぐ役目を
果たしています。松くい虫被害により松が減少して
おり、植樹や育樹で松林を保つことが重要です。
　参加したみなさんが協力し、松を植えることで、
保安林を守っていくことの大切さを再確認できた貴
重な一日となったことでしょう。

▲　金賞に輝いた３年２組。甲乙つけがたい３年生の合唱の中での
栄冠に、発表時、クラスから喜びの歓声が上がりました。

▼　子どもも大人も「元気に育て」と願いを込めて植えました。
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山
や ま

野
の

邉
べ

美
よ し

毅
き

教諭（亀代小）
新潟県優秀教職員表彰

みんなで作ろう
� 花いっぱいのまち
プランター作りで
� 春が待ち遠しく

▼　受賞した山野邉教諭。「中１ギャップ」の解消のための取り組み
を、学校をあげて行っています。

み ん な の ひ ろ ば

　新潟県教育委員会では、学校教育における教育実
践などに顕著な成果を上げた教職員を表彰していま
す。
　山野邉教諭は、児童が性別や年代、学校の枠を超
えて人と関わっていくための取り組みで指導的な役
割を担っています。
　この取り組みが評価され、10 月 27 日（火）、新
潟県優秀教職員表彰を受賞しました。
　今後も町の子どもたちや地域のため、ご活躍くだ
さるようお願いします。

　10 月 25 日（日）弁天潟風致公園において、NPO
法人環境美化ネットせいろう主催による秋の一斉プ
ランター作りが開催されました。
　秋風が冷たい天候となったこの日は、約 90 人が
参加し、700 個ものプランターにチューリップの球
根が植えられました。植栽終了後には温かい豚汁と
おにぎりがふるまわれ、参加者の皆さんは歓談しつ
つ、豚汁で冷えた体を温めたようです。
　植栽したプランターは、来春に町内の交差点など
に設置され、色鮮やかなチューリップを楽しんでい
ただくそうです。

▲　参加した方も参加できなかった方もチューリップの開花を
お楽しみに。

黄綬褒章

大 野  昌
まさ

 昭
あき

 さん（63）諏訪山

　大野さんは、昭和45年に新発田信用金庫に入庫。入庫
後、本支店での融資を始めとする業務や支店長などを歴任
し、平成12年に理事に就任。平成21年に理事長に就任し、
現在も同職を務められています。
　「入庫から45 年間、お客さまの笑顔に支えられてきまし
た。地元の方々が地元のために作った金融機関で、地元の
みなさんとがんばっていきたい」と大野さんは話されました。
　ご受章、おめでとうございます。

秋の褒章
聖籠町から諏訪山の大野昌昭さんが
受章されましたので、ご紹介します。

平成２７年
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Ａ Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ｑ

み ん な の ひ ろ ば

　このコーナーでは、町政ポストに投稿のあった町政に対するご意見、ご質問とそれに
対するご回答を紹介します。
　投稿者は年代と性別だけ表示します。
　町政ポストはがきやＥメールでご投稿いただいたご意見・ご質問を広報にて紹介しま
す。あらかじめご了承ください。
　なお、投稿者や第三者のプライバシーを害する恐れがある場合など、投稿と回答の内
容によっては掲載しないこともあります。

町政ポストＱ＆Ａ

側
溝
の
ふ
た
の
隙
間
が

�

危
険
で
す

　
藤
寄
地
内
の
道
路
の
側
溝
（
の

ふ
た
）
が
、
隙
間
が
空
き
す
ぎ
て

危
険
な
個
所
が
あ
り
ま
す
。

小
さ
な
子
ど
も
の
足
な
ら
落
ち
て

ケ
ガ
を
し
か
ね
ま
せ
ん
。

早
急
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

 

（
40
代
・
男
性
）

町
か
ら
の
回
答

（
担
当
　
ふ
る
さ
と
整
備
課
）

　

ご
連
絡
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
町
道
路
行
政

に
つ
い
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
整
備
課
で
は
定
期
的

に
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て

お
り
、
壊
れ
た
側
溝
の
ふ
た
な
ど

は
取
り
替
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

側
溝
ふ
た
の
隙
間
が
大
き
く
な

っ
た
原
因
と
し
て
は
、
側
溝
ふ
た

の
上
を
自
動
車
が
走
行
す
る
こ
と

に
よ
り
、
老
朽
化
と
と
も
に
ふ
た

の
端
が
破
損
し
て
少
し
ず
つ
ズ
レ

が
生
じ
、
そ
れ
が
繰
り
返
さ
れ
る

こ
と
で
、
長
い
年
月
の
間
に
隙
間

が
大
き
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

ご
連
絡
を
い
た
だ
き
、
直
ち
に

ふ
た
の
隙
間
を
調
整
し
解
消
し
ま

し
た
が
、
今
後
は
道
路
パ
ト
ロ
ー

ル
強
化
と
集
落
の
側
溝
清
掃
の
と

き
な
ど
、
区
長
さ
ん
か
ら
も
情
報

提
供
を
頂
き
な
が
ら
管
理
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
と
も
お
気
づ
き
の

点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

も
み
殻
焼
却
を

�

規
制
し
て
く
だ
さ
い

　
稲
刈
り
の
時
期
、
も
み
殻
を
燃

や
し
て
い
る
田
ん
ぼ
が
あ
る
が
、

民
家
か
ら
遠
い
場
所
で
も
風
で
に

お
い
が
運
ば
れ
て
く
る
。
ぜ
ん
そ

く
の
既
往
歴
も
あ
り
、
そ
の
匂
い

で
息
苦
し
さ
を
感
じ
る
。
も
み
殻

を
燃
や
す
と
、
た
き
火
と
ち
が
い

い
つ
ま
で
も
燻
り
、
迷
惑
に
思
う
。

　
他
の
市
で
は
広
報
車
が
巡
回
し
、

燃
や
さ
な
い
よ
う
呼
び
か
け
て
い

る
と
話
を
聞
い
た
。

　
聖
籠
町
で
は
、
も
み
殻
を
燃
や

す
こ
と
に
つ
い
て
厳
し
く
は
な
い

の
か
？
規
制
が
あ
る
な
ら
強
化
し

て
ほ
し
い
。

 

（
年
代
不
明
・
女
性
）

町
か
ら
の
回
答

（
担
当
　
生
活
環
境
課

�

・
産
業
観
光
課
）

　

ご
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
も

み
殻
の
焼
却
の
規
制
に
つ
い
て
、

お
答
え
し
ま
す
。

　

毎
年
、
稲
の
収
穫
時
期
に
な
り

ま
す
と
、
も
み
殻
の
焼
却
と
思
わ

れ
る
事
例
が
町
内
で
見
ら
れ
ま
す

が
、
多
く
の
場
合
は
「
く
ん
炭
」

に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

も
み
殻
を
い
ぶ
し
焼
き
し
、
炭
化

さ
せ
る
こ
と
を
「
く
ん
炭
」
と
い

い
、
こ
れ
を
土
に
混
ぜ
て
土
壌
の

通
気
性
や
保
水
性
を
増
し
、
酸
性

の
土
壌
を
中
和
さ
せ
る
こ
と
で
良

質
な
土
づ
く
り
が
で
き
ま
す
。
農

家
の
方
々
は
、
そ
の
よ
う
に
く
ん

炭
を
土
づ
く
り
に
用
い
る
こ
と
で
、

米
の
品
質
向
上
や
収
穫
量
の
安
定

に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　

ご
質
問
の
も
み
殻
焼
却
が
「
く

ん
炭
」
で
あ
れ
ば
、
一
般
的
な
農

業
用
資
材
の
製
造
で
あ
り
、「
廃

棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
」
第
16
条
の
２
に
て
、
一
部

の
例
外
を
除
き
禁
止
さ
れ
て
い
る

「
廃
棄
物
」
の
屋
外
焼
却
に
は
あ

た
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
法
令

な
ど
に
よ
る
規
制
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
う
い
っ
た
状
況
か
ら
、
町
か
ら

の
強
制
的
な
措
置
は
で
き
ず
、
農

家
の
方
に
可
能
な
範
囲
で
の
ご
配

慮
を
お
願
い
し
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
住
宅
地
の
拡

大
な
ど
の
状
況
変
化
に
よ
り
、
も

み
殻
や
稲
わ
ら
の
焼
却
防
止
が
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
・

町
・
農
協
な
ど
で
は
※

秋
す
き
込

み
す
る
よ
う
農
家
に
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
今
後
も
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
一
層
の
指
導
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
火
の
勢
い
が
強
く
延
焼

の
恐
れ
が
あ
る
な
ど
、
切
迫
し
た

危
険
が
あ
る
場
合
は
、
速
や
か
に

消
防
に
通
報
す
る
よ
う
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

※
秋
す
き
込
み

稲
わ
ら
な
ど
を
地
温
の
温
か
い

10
月
中
旬
頃
ま
で
に
、
田
に
耕

し
込
む
こ
と

児
童
ク
ラ
ブ
で

給
食
を
出
し
て
く
だ
さ
い
！

　
小
学
校
で
も
夏
休
み
の
児
童
ク

ラ
ブ
で
の
給
食
を
出
し
て
ほ
し
い

で
す
。
こ
ど
も
園
と
管
轄
が
違
う

と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
を
理
由
に
せ
ず
、
何
と
か
調

整
し
て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う

か
？

 

（
年
代
・
性
別
と
も
不
明
）

町
か
ら
の
回
答

（
担
当
　
子
ど
も
教
育
課
）

　

ご
意
見
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

夏
休
み
期
間
中
は
、
町
内
に
あ

る
児
童
ク
ラ
ブ
に
よ
り
利
用
人
数
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み ん な の ひ ろ ば
は
異
な
り
ま
す
が
、
概
ね
30
～
50

人
ず
つ
の
利
用
が
あ
り
ま
す
。
施

設
に
つ
い
て
も
学
校
の
空
き
教
室

で
は
手
狭
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
昨

年
度
は
蓮
野
児
童
ク
ラ
ブ
を
建
設

し
、
今
年
度
は
山
倉
児
童
ク
ラ
ブ

を
建
設
中
で
あ
り
、
来
年
度
は
亀

代
児
童
ク
ラ
ブ
を
建
設
す
る
予
定

で
す
。

　

さ
て
、
ご
要
望
の
夏
休
み
期
間

中
に
お
け
る
給
食
の
手
配
に
つ
い

て
で
す
が
、
新
発
田
市
な
ど
近
隣

の
児
童
ク
ラ
ブ
と
同
様
に
本
町
も

昼
食
は
お
弁
当
対
応
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
施
設
に
は
給

食
搬
入
口
や
配
膳
ス
ペ
ー
ス
も
な

く
、
床
材
は
子
ど
も
た
ち
の
快
適

な
活
動
環
境
に
配
慮
し
て
柔
ら
か

な
カ
ー
ペ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
給
食
を
こ
ぼ
し
た
場
合
の
拭

き
と
り
が
難
し
い
状
況
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
現
在
は
ご
要
望
に
沿
う
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
理
解
願
い

ま
す
。

　

な
お
、
夏
休
み
期
間
、
室
内
の

温
度
管
理
に
は
十
分
配
慮
し
て
お

り
ま
す
が
、
お
弁
当
に
は
保
冷
剤

を
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

除
雪
を
丁
寧
に
し
て

く
だ
さ
い
！

　
日
頃
、
町
当
局
に
は
行
き
届
い

た
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提
供
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
先
冬
の
除
雪
作
業
は
粗
雑
の
一

語
に
尽
き
る
状
態
で
し
た
。
こ
の

間
、
早
朝
、
出
勤
・
通
学
世
帯
の

被
っ
た
難
渋
、
不
便
は
並
大
抵
で

は
な
く
、
各
戸
が
不
安
な
ひ
と
冬

を
強
い
ら
れ
た
と
言
っ
て
過
言
で

あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
冬
は
町
政
の
ご
と
く
行
き
届

い
た
除
雪
作
業
を
指
示
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

 

（
60
代
・
男
性
）

町
か
ら
の
回
答

（
担
当
　
ふ
る
さ
と
整
備
課
）

　

ご
連
絡
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

日
頃
よ
り
聖
籠
町
道
路
行
政
に

つ
い
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
昨
冬
は
除
雪
作
業
に
関
し
、

皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
町
が
行
う
除
雪
は
、
午

前
2
時
に
積
雪
状
況
の
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
、
10
㎝
以
上
の
積
雪

が
あ
っ
た
場
合
、
町
除
雪
基
準
に

基
づ
き
、
午
前
３
時
か
ら
除
雪
を

開
始
し
、
午
前
７
時
ま
で
完
了
で

き
る
よ
う
行
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
昨
冬
に
お
い
て
は
、

深
夜
除
雪
開
始
後
も
多
量
の
降
雪

が
続
き
、
作
業
終
了
目
標
時
刻
ま

で
町
全
域
に
お
い
て
最
低
限
の
交

通
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
結
果
と
し
て
道
路
幅
が

狭
く
な
る
な
ど
町
民
の
皆
さ
ま
に

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
特
定

の
地
区
に
作
業
時
間
を
費
や
す
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
ご
理

解
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

　

今
後
と
も
降
雪
状
況
に
応
じ
た

除
雪
に
よ
り
、
引
き
続
き
道
路
の

交
通
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
な
に
と
ぞ
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

多
目
的
運
動
場
改
修
時
に
整

備
と
管
理
を

�
検
討
し
て
く
だ
さ
い
！

　
「
社
会
教
育
だ
よ
り
２
０
１
５

年
10
月
号
10
ペ
ー
ジ 
山
倉
地
区

多
目
的
室
内
運
動
場
に
つ
い
て
」

の
関
連
の
意
見
で
す
。

　
投
書
さ
れ
た
50
代
男
性
に
同
感

で
す
。
砂
が
少
な
い
ど
こ
ろ
か
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
む
き
出
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
状
態
で
貸
し
出
し
を
続
け

て
い
る
こ
と
に
管
理
責
任
を
間
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
、

砂
が
舞
い
上
が
る
か
ら
、
砂
を
除

去
す
る
と
い
う
の
は
ナ
ン
セ
ン
ス

で
す
。
砂
が
あ
る
か
ら
こ
そ
摩
擦

を
軽
減
し
、
人
工
芝
を
保
護
し
て

い
た
は
ず
で
す
。
事
実
、
砂
が
減

っ
て
か
ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
破

損
し
ま
し
た
。
砂
は
必
要
な
の
で

す
。
ほ
こ
り
が
舞
い
に
く
い
粒
が

大
き
め
な
砂
を
入
れ
れ
ば
済
む
話

で
す
。
今
後
改
修
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
ど
の
よ
う
な
も
の
を
取
り
入

れ
、
ど
う
管
理
す
る
の
か
を
し
っ

か
り
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。
私
た

ち
の
税
金
が
使
わ
れ
る
は
ず
で
す

か
ら
。

 

（
40
代
・
男
性
）

町
か
ら
の
回
答

（
担
当
　
社
会
教
育
課
）

　

い
つ
も
多
目
的
屋
内
運
動
場
を

ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
多
目
的
屋
内
運
動
場
の

人
工
芝
の
張
替
に
は
、
多
額
の
経

費
が
か
か
る
こ
と
に
つ
い
て
は
ご

理
解
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
人
工
芝
の
経
年
劣
化
に
つ
い

て
は
認
識
し
て
お
り
、
改
修
は
必

要
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
山
倉

地
区
多
目
的
屋
内
運
動
場
、
蓮
野

地
区
多
目
的
屋
内
運
動
場
の
改
修

に
つ
い
て
は
検
討
中
で
す
が
、
今

の
と
こ
ろ
時
期
は
未
定
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
人
工
芝
が
摩

耗
し
下
地
が
見
え
る
箇
所
な
ど
に

つ
い
て
は
、
安
全
性
に
問
題
が
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
早
急
に

部
分
補
修
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
テ
ニ
ス
を
利
用
す
る
方

か
ら
「
砂
な
ど
を
除
去
し
た
こ
と

に
よ
り
、
滑
り
に
く
く
危
険
で
あ

る
」
と
の
ご
指
摘
を
受
け
て
お
り

ま
す
の
で
、
今
後
は
、
定
期
的
に

砂
を
な
ら
し
、
な
る
べ
く
均
等
に

す
る
よ
う
努
め
ま
す
が
、
そ
れ
で

も
な
お
、
施
設
利
用
に
支
障
が
あ

る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
必
要
に

応
じ
て
利
用
種
目
の
制
限
を
検
討

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
テ
ニ
ス
に
限
ら
ず
、

フ
ッ
ト
サ
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
の
利
用
者
の
意
見
な
ど
も
聴
き

な
が
ら
、
砂
な
ど
の
管
理
に
つ
い

て
は
十
分
注
意
を
払
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

お問い合わせ
　役場総務課�
　広報広聴係
　（内線222）
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大
声
援
を
受
け

　

10
月
17
日
（
土
）
は
明
治
安
田

生
命
Ｊ
１
リ
ー
グ
２
ｎ
ｄ
ス
テ
ー

ジ
第
14
節
が
開
催
さ
れ
、
ア
ル
ビ

レ
ッ
ク
ス
新
潟
は
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ

を
ホ
ー
ム
に
迎
え
ま
し
た
。
Ｊ
１

残
留
に
向
け
た
大
一
番
。
ス
タ
ン

ド
か
ら
は
両
チ
ー
ム
の
サ
ポ
ー
タ

ー
の
大
声
援
が
響
き
渡
り
、
熱
気

に
満
ち
た
雰
囲
気
の
中
で
選
手
た

ち
は
戦
い
に
臨
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

16
位
の
松
本
と
は
勝
ち
点
差
が

３
。
何
と
し
て
で
も
こ
こ
で
勝
ち

点
差
を
広
げ
て
お
き
た
い
新
潟

は
、
立
ち
上
が
り
か
ら
積
極
的
に

松
本
ゴ
ー
ル
に
迫
っ
て
い
き
ま
す
。

早
々
の
３
分
、
い
い
位
置
で
指
宿

選
手
が
フ
リ
ー
キ
ッ
ク
を
獲
得
す	

る
と
、
前
野
選
手
が
得
意
の
左
足

で
直
接
シ
ュ
ー
ト
。
こ
こ
は
惜
し

く
も
ポ
ス
ト
に
阻
ま
れ
て
し
ま
い

ま
す
が
、
得
点
へ
の
意
欲
を
感
じ

さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
攻
撃
を
し
っ
か
り
と

シ
ュ
ー
ト
で
完
結
さ
せ
、
狙
い
を

持
っ
た
プ
レ
ー
を
見
せ
て
い
く
新

潟
の
選
手
た
ち
。
ス
コ
ア
レ
ス
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
自
分
た
ち
が

主
導
権
を
握
っ
た
ま
ま
ハ
ー
フ
タ

イ
ム
を
迎
え
ま
し
た
。

　

後
半
に
入
っ
て
か
ら
は
や
や
リ

ズ
ム
を
つ
か
め
な
い
時
間
が
続
い

た
新
潟
で
す
が
、
61
分
に
端は

山や
ま

選

手
が
こ
の
流
れ
を
断
ち
切
り
ま
し

た
。
ペ
ナ
ル
テ
ィ
エ
リ
ア
前
で
う

ま
く
相
手
を
か
わ
す
と
、
そ
の
ま

ま
思
い
切
り
よ
く
右
足
一
閃
。
こ

れ
が
ネ
ッ
ト
を
揺
ら
し
、
待
望
の

先
制
点
を
奪
い
ま
し
た
！

　

さ
ら
に
直
後
の
64
分
に
は
、
前

野
選
手
の
フ
リ
ー
キ
ッ
ク
を
大
井

選
手
が
頭
で
合
わ
せ
、
リ
ー
ド
を

２
点
に
広
げ
ま
す
。
立
て
続
け
の

ゴ
ー
ル
に
、
ス
タ
ジ
ア
ム
の
ボ
ル

テ
ー
ジ
も
最
高
潮
に
達
し
て
い
ま

し
た
。

　

終
盤
は
２
点
を
追
う
松
本
が
パ

ワ
ー
プ
レ
ー
を
仕
掛
け
て
き
ま
す

が
、
Ｄ
Ｆ
陣
を
中
心
に
体
を
張
っ

て
は
ね
返
し
、
危
な
い
場
面
を
作

ら
せ
ま
せ
ん
。
試
合
は
こ
の
ま
ま
、

２
‐
０
で
終
了
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
。

最
後
ま
で
集
中
高
く
戦
っ
た
新
潟

が
、
残
留
を
引
き
寄
せ
る
大
き
な

勝
ち
点
３
を
手
に
し
ま
し
た
！

　

３
万
人
を
超
え
る
観
衆
が
集
ま

っ
た
今
回
の
ゲ
ー
ム
。
選
手
た
ち

に
は
い
つ
も
以
上
に
サ
ポ
ー
タ
ー

の
存
在
の
大
き
さ
を
感
じ
て
い
た

よ
う
で
す
。
２
点
目
を
ア
シ
ス
ト

し
た
前
野
選
手
も
「
松
本
の
応
援

の
気
迫
も
伝
わ
っ
て
き
た
し
、
そ

れ
を
弾
き
返
す
ア
ル
ビ
サ
ポ
の
声

援
が
本
当
に
力
に
な
っ
た
。
後
押

し
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
、
勝
つ

こ
と
が
で
き
た
」
と
、
実
感
を
込

め
て
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
声
が
、
ピ
ッ
チ
に
立

つ
選
手
た
ち
の
大
き
な
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
力
を
合
わ
せ
、
戦
い
続
け
て
い

き
ま
し
ょ
う
！

ホ
ー
ム
最
終
戦

　

強
豪
ぞ
ろ
い
の
エ
キ
サ
イ
テ
ィ

ン
グ
シ
リ
ー
ズ
上
位
リ
ー
グ
を
戦

う
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ
デ
ィ

ー
ス
は
10
月
25
日
（
日
）、
新
発

田
市
五
十
公
野
公
園
陸
上
競
技
場

で
日
テ
レ
・
ベ
レ
ー
ザ
と
の
首
位

攻
防
戦
に
臨
み
ま
し
た
。
今
季
の

ホ
ー
ム
最
終
戦
と
な
る
こ
の
ゲ
ー

ム
、
選
手
た
ち
は
闘
志
を
た
ぎ
ら

せ
て
戦
い
に
挑
ん
で
い
き
ま
す
。

　

開
始
早
々
か
ら
日
テ
レ
が
力
を

見
せ
、
新
潟
は
押
し
込
ま
れ
る
展

開
が
続
い
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
で

も
果
敢
に
プ
レ
ス
を
掛
け
、
献
身

的
な
ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
で
対
抗
し
て

い
く
新
潟
の
選
手
た
ち
。
ダ
ブ
ル

ボ
ラ
ン
チ
を
組
ん
だ
山
田
選
手
と

阪
口
選
手
も
、
粘
り
強
い
中
盤
の

守
備
で
存
在
感
を
見
せ
ま
す
。
選

手
た
ち
の
プ
レ
ー
か
ら
は
、
こ
の

一
戦
に
懸
け
る
思
い
の
強
さ
が
ひ

し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

前
半
終
了
間
際
に
先
制
点
を
許

アルビレックス
新潟情報 !!

アルビレックス
新潟情報 !!

▲　先制点を決めた端山選手（中央）を囲む指宿
選手（左）と前野選手（右）ら

▲　ドリブルで突破を図る前野選手。果敢に
相手ゴールに迫りました。

▲　献身的な守備を見せる
MF 阪口選手
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し
て
し
ま
っ
た
も
の
の
、
そ
こ
で

下
を
向
く
選
手
は
誰
一
人
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
劣
勢
の
中
で
も
気
持

ち
を
切
ら
す
こ
と
な
く
、
同
点
の

チ
ャ
ン
ス
を
狙
っ
て
い
き
ま
す
。

す
る
と
59
分
、
あ
き
ら
め
な
い
姿

勢
が
ゴ
ー
ル
と
い
う
形
で
結
実
し

ま
し
た
。
山
田
選
手
が
自
陣
か
ら

ロ
ン
グ
ボ
ー
ル
を
送
る
と
、
こ
れ

に
前
線
の
山
崎
選
手
が
鋭
く
反
応
。

そ
の
ま
ま
ゴ
ー
ル
前
ま
で
持
ち
込

ん
で
ネ
ッ
ト
を
揺
ら
し
、
ス
コ
ア

を
タ
イ
に
戻
し
ま
す
！

　

同
点
後
は
日
テ
レ
が
さ
ら
に
勢

い
を
持
っ
て
、
新
潟
ゴ
ー
ル
に
迫

っ
て
き
ま
す
。
選
手
た
ち
は
体
を

張
っ
て
相
手
の
猛
攻
を
食
い
止
め

て
い
ま
し
た
が
、
試
合
終
了
間
際

に
コ
ー
ナ
ー
キ
ッ
ク
か
ら
失
点
を

許
し
て
し
ま
い
、
１
‐
２
で
終
了

の
ホ
イ
ッ
ス
ル
と
な
り
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
最
終
戦
を
勝
利
で
飾
る

こ
と
は
で
き
ず
、
同
点
弾
の
山
崎

選
手
も
「
最
後
だ
っ
た
の
で
勝
っ

て
み
ん
な
で
喜
ん
で
終
わ
り
た
か

っ
た
。
本
当
に
今
は
悔
し
い
気
持

ち
で
一
杯
」
と
唇
を
噛
ん
で
い
ま

し
た
。

　

非
常
に
悔
し
い
結
果
と
な
り
ま

し
た
が
、
試
合
後
に
ス
タ
ン
ド
か

ら
わ
き
起
こ
っ
た
温
か
い
拍
手
が
、

選
手
た
ち
を
勇
気
づ
け
て
く
れ
た

こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
応

援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
の

た
め
に
も
、
全
員
で
今
回
の
経
験

を
乗
り
越
え
、
チ
ー
ム
と
し
て
さ

ら
に
成
長
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
、
一
年

間
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ
デ
ィ

ー
ス
に
熱
い
ご
声
援
を
送
っ
て
い

た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
！

【
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
レ

デ
ィ
ー
ス
（
女
子
）
10
位
10
月
24
日
第

26
節
終
了
時
点
】

　

プ
レ
ナ
ス
な
で
し
こ
リ
ー
グ
2
部
に

所
属
す
る
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ

ッ
ジ
レ
デ
ィ
ー
ス
（
以
下
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
）

は
10
月
11
日
（
日
）
に
十
日
町
市
当
間

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
ク
ロ
ア
チ

ア
ピ
ッ
チ
で
ア
ン
ジ
ュ
ヴ
ィ
オ

レ
広
島
と
対
戦
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
は
序
盤
か
ら
押
し

込
ま
れ
る
苦
し
い
展
開
が
続
き

ま
す
。
前
半
11
分
、
20
分
と
立

て
続
け
に
失
点
し
て
し
ま
い
２

点
差
を
追
い
か
け
る
展
開
に
な

り
ま
す
。
前
半
34
分
に
は
Ｄ
Ｆ

の
佐
野
選
手
が
積
極
的
に
シ
ュ

ー
ト
を
打
つ
な
ど
チ
ャ
ン
ス
を

作
り
ま
す
が
、
ゴ
ー
ル
を
奪
う

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
後
半
に

入
り
チ
ャ
ン
・
ウ
ィ
ン
選
手
が

ク
ロ
ス
バ
ー
を
叩
く
シ
ュ
ー
ト

を
放
つ
な
ど
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
が
攻
勢
に
出
ま

す
が
後
半
18
分
、
相
手
に
ゴ
ー
ル
を
許

し
て
し
ま
い
０
‐
３
で
敗
れ
ま
し
た
。

10
月
17
日
（
土
）
に
ア
ウ
ェ
ー
で
Ａ
Ｃ

長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
・
レ
デ
ィ
ー
ス
と
対

戦
し
、
１
‐
３
で
惜
し
く
も
敗
戦
と
な

り
ま
し
た
。
10
月
24
日
（
土
）
は
ア
ウ

ェ
ー
で
日
体
大
Ｆ
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｄ
Ｓ
横
浜
と

対
戦
し
、
１
‐
６
で
敗
れ
ま
し
た
。

　

な
で
し
こ
２
部
リ
ー
グ
も
終
盤
と
な

り
、
現
在
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
は
10
位
と
苦
し
い

状
況
で
す
が
、
勝
利
を
め
ざ
し
日
々
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
引
き
続
き
Ｊ
Ｓ

Ｃ
Ｌ
の
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ（
男

子
）
全
国
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大

会
】

　

10
月
17
日
（
土
）
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ

カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
（
以
下
Ｊ
Ｓ
Ｃ
）
は
Ｊ

Ｆ
Ｌ
昇
格
を
目
指
し
、
岩
手
県
営
運
動

公
園
サ
ッ
カ
ー
・
ラ
グ
ビ
ー
場
第
１
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
八
幡
平
ト
ー
レ
ゾ
ー
ル

（
岩
手
県
）
と
対
戦
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｓ

Ｃ
は
前
半
か
ら
佐
藤
雄
選
手
、
中
井
選

手
が
１
得
点
、
森
崎
選
手
が
２
得
点
す

る
な
ど
前
半
だ
け
で
４
点
を
奪
い
ま
す
。

後
半
に
も
藤
原
選
手
が
得
点
を
奪
う
な

ど
試
合
を
支
配
し
た
Ｊ
Ｓ
Ｃ
は
５
‐
０

で
勝
利
を
収
め
、
見
事
１
回
戦
を
突
破

し
ま
し
た
。

　

次
ぐ
２
回
戦
は
、
10
月
18
日
（
日
）

に
滝
沢
総
合
公
園
陸
上
競
技
場
で
東
京

２
３
Ｆ
Ｃ
（
東
京
都
）
と
対
戦
し
ま
し

た
。
Ｊ
Ｓ
Ｃ
は
先
制
点
を
奪
わ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
前
半
29
分
に
佐
藤
昌
選

手
の
コ
ー
ナ
ー
キ
ッ
ク
が
直
接
ゴ
ー
ル

に
決
ま
り
同
点
に
追
い
つ
き
ま
す
。
し

か
し
そ
の
後
２
失
点
し
て
し
ま
い
１
‐

３
で
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
。
こ
の
結

果
Ｊ
Ｓ
Ｃ
は
２
回
戦
で
全
国
大
会
の
幕

を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　

１
年
間
Ｊ
Ｓ
Ｃ
を
応
援
し
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
Ｊ
Ｆ

Ｌ
に
昇
格
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
た
く
さ
ん
の
応
援
の
お
か
げ
で

北
信
越
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
２
位
と

い
う
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
来
シ
ー
ズ
ン
も
引
き
続
き
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
運
営
～
カ
ッ
プ
ス
通
信

～
】

　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
ホ

ー
ム
ゲ
ー
ム
運
営
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
ペ
ー
ジ
に
て
Ｊ
Ｓ
Ｃ
・
Ｊ

Ｓ
Ｃ
Ｌ
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
の
試
合
情
報

や
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
、

試
合
速
報
、
試
合
に
関
す
る
情
報
な
ど

を
随
時
更
新
中
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
の

お
知
ら
せ 

【お申し込み・お問合わせ先】
〒957-0103
新潟県北蒲原郡聖籠町網代浜925−1
TEL：0254−32−5357
FAX：0254−32−5358
学校HP：http://www.cupsnet.com/
学校Twitter：@JAPAN_Soccer_C
ジャッピーTwitter：@jyappi

JAPANサッカーカレッジ
ホームゲーム運営

Facebook～カップス通信～

▲　この日ゴールを決めた山崎選手
（左）

試合日 キックオフ 対戦相手 会場

11月3日 13：00 ノジマステラ神奈川相模原 デンカビッグスワンスタジアム

▲　来シーズンもアルビレディースの応援をよろしく
お願いします



大規模津波防災総合訓練
� 聖籠町東港をメイン会場として大々的に実施

税についての作文
　聖籠中学校３年　岩間美

み

鈴
すず

さん　田中颯
そう

太
た

さん
　　新発田税務署長賞を受賞

■発行 聖籠町役場　■編集  総務課　〒957ー0192  新潟県北蒲原郡聖籠町大字諏訪山1635番地4　☎︎（0254）27ー2111  FAX（0254）27ー2119
　　　　　　　　　 ■ホームページアドレス  http://www.town.seiro.niigata.jp  E-mail：soumu@town.seiro.niigata.jp　■印刷  ㈱天野印刷

　11 月 7 日（土）聖籠町東港
をメイン会場として、国土交
通省、新潟県、新潟市、聖籠
町を主催とする大規模津波防
災総合訓練が行われました。
　国土交通省を始めとする行
政、自衛隊、警察、消防、医
療関係団体など 94 機関の約
4,500 人が訓練に参加。下越
と佐渡で震度７の地震、最大
５メートルの津波を想定し、
災害現場での捜索や救出活
動、被災者支援活動の訓練を
実施しました。
　なお、新潟市でも住民避難
訓練が実施されました。
　山本順

じゅんぞう

三国土交通副大臣は
「日本海側は津波の到達が早
く、関係機関が連携した即時
対応が重要」と話し、防災訓
練の意義を強調しました。

①

④
⑤

⑥

②

③
①地震や津波によるがれきなどの障害物を除去し道を切り開く訓練　②津波などによる漂流者を救助する訓
練　③国土交通省担当者から訓練の説明を受ける山本国土交通副大臣（前中央）、泉田新潟県知事（右前）、
篠田新潟市長（中央左後方）、渡邊聖籠町長（中央右後方）　④負傷者の救助訓練　⑤身元確認訓練　⑥漂流
者のヘリによる救助訓練

▶︎
入
賞
し
た
岩
間
さ
ん
（
左
）
と
田
中
さ
ん
（
右
）。

11
月
11
日
（
水
）、
新
発
田
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た

納
税
表
彰
式
に
お
い
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　国税庁ならびに全国貯蓄組合連合
会が募集した中学生の「税について
の作文」で、聖籠中学校３年の岩間
美

み

鈴
すず

さんと田中颯
そう

太
た

さんが入賞され
ました。
　新発田税務署管内の中学校から
643 名の応募があり、優秀作品として
29 名が入賞。岩間さん、田中さんと
も新発田税務署長賞を受賞しました。
　岩間さんは「これからも社会のた
めになることを考える機会を大切に
していきたい」、田中さんは「受賞
を励みにこれからもがんばりたい」
とそれぞれ受賞の喜びとこれからの
意欲を話してくれました。
　税への意識向上に貢献いただきあ
りがとうございました。
　なお、入賞作品は町ホームページ
でご覧いただけます。


